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Ｉ業務報告（健康科学部門）

1．保健管理センターにおける主要行事

表１平成20年度主要行事

1

４月 １日

１日

2～４日

４，１０，１４日

７日

７，２２日

8～２３日

2５ ， ２８日

センターだより２８号発行

｢保健だより」３５１号発行

定期健康診断学類１年・新編入生（抗体検査実施）学生

ＲＩ取扱者血液検査学生，教職員

入学式保健管理センターオリエンテーション救急待機

課外活動特別健診（空手道部）

定期健康診断角間地区（新大学院生抗体検査実施）学生

定期健康診断宝町・鶴間地区（新大学院生抗体検査実施）

学生

５月 ２〆、‐

７日

７ ，

３０日

８日

８，１２，１４日

９，１６，２６～３０日

９，２１日

1５ ，

２０日

３０日

３０日

１８日

定期健康診断再検査（角間地区，宝町・鶴間地区）

｢保健だより」３５２号発行

課外活動特別健診（柔道部）

東海・北陸地方部会幹事会

ＲＩ取扱者血液検査学生， 教職員

課外活動特別健診（空手道部）

定期健康診断専門医（耳鼻科，皮膚科，眼科）健診及び救済健

診学生

自然研医療薬学学生冊，HCV，ツ反検査医師立会

MR，風疹ワクチン接種

工学部編入学試験救急待機

６月 ２日

２

３

み～

へ‐

２０日

４日

５日

５日

24～２７日

１２，１３，１８，１９日

１４，１５日

１９，２０日

２２日

風疹ワクチン接種

血液再検査

流行』性耳下腺炎ワクチン接種

水痘，ＭＷクチン接種

｢保健だより」３５３号発行

熱中症講習会（サークル毎に）

特殊健康診断，麻疹抗体検査（今年度４月雇入時健診で調査票

に未罹患と記入のある人対象）教職員

理学部編入学試験救急待機

課外活動特別健診（男子ハンドボール部）

法科大学院適正試験救急待機



２

２３，２６日

２４日

24～２７日

28～２９日

， ３０日

課外活動特別健診（柔道部）

ＲＩ取扱者血液検査教職員

Ｘ線取扱者血液検査学生，教職員

工学部編入学試験救急待機

７月 １日

１

２

〆、＝

，

３日

３日

３ ，

４日

４日

６戸～

７日

４，

３日

４，

８日

１０日

１６日

９，１１，２８日

23～２５日

９，１６，１７，２５日

２２日

ランチョンセミナー(ＡＥＤを用いた心肺蘇生法講習会第１回）

熱中症講習会（サークル毎に）

課外活動特別健診（女子ハンドボール部）

麻疹ワクチン接種

｢保健だより」３５４号発行

Ｘ線取扱者血液検査学生，教職員

課外活動特別健診（空手道部）

風疹，流行性耳下腺炎ワクチン接種

集中講義
●

流行性耳下腺炎，水痘ワクチン接種

ランチョンセミナー（ＡＥＤを用いた心肺蘇生法講習会第２回）

AED点検

全国大学保健管理協会・東海北陸地方部会研究集会

及び保健管理担当職研究会（岐阜大学）

ＲＩ取扱者血液検査学生

自然科学研究科博士前期課程入試救急待機

８月 ４日

６

７

６

ゲヘゴ

'～

，

８日

８日

２９日

11～１２日

18～２０日

1８，２１，２５

2１ へ‐

２２日

2２ ，

２６日

2２，２６

２７日

，

〆～

２８日

２７日

定期健康診断附属学校教職員

集中講義

金沢大学オープンキャンパス救急待機

課外活動特別健診（女子ハンドボール部）

理学の広場高校生の理学体験セミナー救急待機

金大教員免許状更新予備講習救急待機

公開講座心と体の健康

自然科学研究科博士前期課程入試救急待機

｢いしかわ金沢学子ども体験塾」協力

Ｘ線取扱者血液検査学生

ジャパンテント金沢職人大学校「日本武道の体験（杖道)」にお

ける救急待機

9月 ４日

４，３０日

５日

７日

２２日

法学部編入試験救急待機

RI取扱者血液検査学生，教職員

東海北陸地方部会保健管理担当職臨時幹事会（名古屋大学）

幼稚園教員資格認定試験救急待機

保健管理センター内救急処置講習会



３

２９日

３０日

｢保健だより」３５５号発行

麻疹，風疹，流行性耳下腺炎，水痘ワクチン接種予備日

1０月 1～１４日

9～10日

１０，１５，２９日

１０～２１日

１４～１６日

１９日

2１

２２

２２

，

〆～

，

２９日

2９戸～

2３

２４

，

，

２７日

３０日

２８日

2７

３０日

戸、‐３０日

定期健康診断再検査（角間地区，宝町・鶴間地区）

理工学域AO入試救急待機

ＲＩ取扱者血液検査学生，教職員

定期健康診断角間地区教職員

課外活動特別健診（スキー部）

幼稚園教員資格認定試験救急待機

留学生特別健診

定期健康診断宝町地区教職員

秋の抗体検査（１０月入学の大学院生で希望者対象）

麻疹，風疹，流行`性耳下腺炎，水痘ワクチン接種予備日

第46回全国大学保健管理研究集会（京都大学）

国立大学法人保健管理施設協議会

11月 １日

１日

4～６日

４日

４

６

８

，

〆～

〆、＝

１３日

７ ，

９日

１４日

１５日

1８ 戸～ｼﾞ

２６日

２７日

２８日

２８日

１１日

２０日 ， 2５ 戸、＝２７日

ふれてサイエンス＆てくてくテクノロジ

救急待機

２－

） ものづくり教室

金大際（第１回ホームカミングディ）救急待機

定期健康診断宝町地区教職員

｢保健だより」３５６号発行

RI取扱者血液検査学生，教員

Ｘ線取扱者血液検査学生

大学院法科大学院入学者選抜試験救急待機

北陸地区保健会研究会（富山大学杉谷キャンパス）

特別選抜（推薦入学Ｉ，帰国子女）入試北地区救急待機

留学生健診再検査

中央図書館，総合教育棟学務係に救急箱配置

乳癌，子宮癌検診（骨密度測定，健康講座）教職員

インフルエンザワクチン接種(角間）学生・教職員希望者

AEDパドル交換７台分

1２月 １

２

３

ヘジ

，

，

４日

６日

３
， ４，１０，１６日

１０日

６，７日

８日

8～12,15～２０日

インフルエンザワクチン接種(角間）学生・教職員希望者

(１，２日は宝町でも実施）

課外活動特別健診（水泳部）

乳癌，子宮癌検診（骨密度測定，健康講座）教職員

特別選抜（推薦入学Ｉ，帰国子女）入試南地区で救急待機

課外活動特別健診（ワンダーフォーゲル部）

｢保健だより」３５７号発行

追加健診教職員



４

１１，１６，１７，１８日

１１日

２０，２１日

特別選抜（推薦入学Ｉ，帰国子女）入試北地区で救急待機

麻疹，風疹，流行性耳下腺炎，水痘ワクチン接種予備日

薬学類・創薬科学類AO入試救急待機

1月 4～３１日

4～３１日

７日

７，１６，２０日

1４

１７

２１

戸、‐

戸、‐

戸、‐

３１日

１５日

１８日

２３日

定期健康診断後の保健指導（角間地区）教職員

定期健康診断後の保健指導（宝町地区）教職員

｢保健だより」３５８号発行

AED点検

VDT作業従事者の健康診断教職員

大学入試センター試験救急待機

第４２回全国学生相談研究会議(佐賀･主都大学,東京都江東区）

特別選抜（推薦入学Ⅱ）入試北地区で救急待機

２月 １ 戸、ザ

２日

３日

２８日

12～13,16～１７日

１６日

２５日

２６日

２６日

定期健康診断後の保健指導（宝町地区）教職員

ＲＩ取扱者血液検査学生

｢保健だより」３５９号発行

集中講義

サークルリーダー研修会（喫煙・飲酒のスポーツにおける悪影

響・熱中症・AED実習について）

金沢大学入学試験（前期日程）救急待機

金沢大学入学試験（前期日程）医学類面接救急待機

帰国子女，私費外国人留学生の面接救急待機

3月 ３ ， ５

１２日

１３日

２３日

， ６日 特定健康診断教職員 ●

● 自動車運転手，栄養士，調理師，潜水

作業員，動物飼育員，廃液処理業務・ＶＤＴ作業

従事者，病理細菌検査関係者

金沢大学入学試験（後期日程）救急待機

保健管理センター報告書発行

金沢大学卒業式救急待機



2．学生等に対する定期健康診断

1）定期健康診断項目

学生を対象とする定期健康診断の目的は,第一に学業の支障となる身体的異常や疾病を早期に発見し，

適切な指導や治療を受けるようにすることである。第二には，健康診断を機会に学生自身が自分の健康

度に関心をもつように導くことである。

健康度の評価は，栄養，保健，精神衛生の各方面において必要である。当センターでは，検査のみな

らず健康調査をすることで，自己の健康意識や健康管理の参考にするため健康調査を実施している。

【変遷】

1985年度（昭和６０年）～

1995年度（平成７年）～

2004年度（平成１６年）～

2005年度（平成１７年）～

学部新入生に「心電図検査」実施。

学部新入生に「血球算定・血液生化学検査」実施。

学部編入生にも「心電図検査」「血球算定・血液生化学検査」実施。

学部新入生・編入生に健康診断時に提出する健康調査をマークシー

ト用紙に変更。健診システムにデータ保存。

学部新入生に検査料個人負担で「抗体検査（麻疹，風疹，流行性耳

下腺炎，水痘)」実施。

全学生（正規生）に対して学生健康保険の基金から拠出「抗体検査

（麻疹，風疹，流行性耳下腺炎，水痘)」実施。

学部新入生・編入生に「SF-36v2健康関連ＱＯＬ評価尺度」のア

ンケート調査を取り入れる。

全新入生（正規生）に対して学生健康保険の基金から拠出「抗体検

査（麻疹，風疹，流行性耳下腺炎，水痘)」実施。

「健康診断受診チェック表及び問診」から「健康調査票」と名称を

変え専用機不要のＯＭＲソフトウェア（RemarlK）を使い健診シス

テムにデータ保存。また、全学生に「SF-36v2健康関連ＱＯＬ評

価尺度」のアンケート調査実施。

2006年度（平成１８年）～

2007年度（平成１９年）～

2008年度（平成２０年）～

表２定期健康診断受診項目一覧表

Ｕ内
科

身
長
・
体
重
計
測

胸
部
Ｘ
線
撮
影

一一
尿
検
査
一

心
電
図
検
査 ,」

専門医健診

』し

耳
鼻
咽
喉
科

Ｏ印は受診項目（＊大学院,別科除く）

☆印は,学域･学部生,大学院生（麻疹,風疹,流行性耳下腺炎,水痘の抗体検査）

△印は定期健康診断別枠として５月9日･５月21日に実施(希望者のみ）

－５－

学生 学域,学部等種別

受診項目内
科

身
長
・
体
重
計
測

視
力
測
定

胸
部
Ｘ
線
撮
影

血
圧
測
定

尿
検

査

心
電
図
検
査

血
液
検
査

抗
体
検
査

専門医 篦眼
科

耳
鼻
咽
喉
科

惨 皮
膚
科

新入生
(各1年生及び編入生）

学域･学部生.大学院生,養謹教諭特別別科生 ０ ○ ０ ｡ ０ ０
＊

○
＊

○ ☆ △ △ △

中間年次生 学域･学部生，大学院生 ０ ○ ０ ○ △ △ △

卒業予定年次生及び
翌年度卒業予定者

学部生,大学院生 ○ ○ ０ ０ ０ ０ △ △ △

非正規生 非正規生 ０ ０ ０ ○ ○ ○ △ △ △



2）定期健康診断の受診現状

（１）受診状況とその経年推移

ａ）受診状況

表３－１全学生受診状況一覧

男子女子計

６

対象者

男子 女子 計

受診者

男子 女子 計

受診率(%）

男子 女子 計

学域･学部生
(－年生含む）

5,147 2,860 8,007 4,039 2,472 6,511 78.5％ 86.4％ 81.3％

(学域新1年生） (1,130） (694） (1,824） (1,130） (693） (1,823） (100.0%） (99.9%） (99.9%）

大学院生 1,787 600 2,387 1,118 352 1,470 62.6％ 58.7％ 61.6％

別科 0 3４ 3４ 3４ 3４ 100.0％ 100.0％

合計
(非正規生含まず）

6,934 3,494 10,428 5,157 2,858 8,015 74.4％ 81.8％ 76.9％

非正規生 8９ 8５ 1７４ 2４ 2３ 4７ 27.0％ 27.1％ 27.0％



表３－２ 学部（学域学類）別・学年別受診状況（学部・学域学生）

１年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

対
象
者

受
診
率 盲

■

受診率冊’

■Ｉ刷象者。

受
診
者

受
診
率 薑薑薑

受診者。

■

受
診
率
１

対
象
者

受
診
者 舅

受
診
者

受
診
率

面郡
部

学
学

医
学
部
薬
エ

男子１１３３１１３１９９８１１１５６５３５８６１２２５９４９７７５１５１６１１６２７６６７９９７５７７６５８４４５１４７４０３９７８５

女子６９４６９３９９９６７７４５９６７８６９７６３８９１５７５１６４３８５６１９９５０２１２０９５２２８６０２４７２８６４

計１８２７１８２４９９８１７９２１１１２６２１１９２２１５８７８２６２２６７１８０５７９６１０１９８９７０９８８５８６７８００７６５１１８１３

７

学部
■

学域学類

学年

性別

１年生

対
象
者

受
診
者

受
診
率

船

２年生

対
象
者

受
診
者

受
診
率

冊

３年生

対
象
者

受
診
者

受
診
率

船

４年生

対
象
者

受
診
者

受
診
率

船

５年生

対
象
者

受
診
者

受
診
率

船

６年生

対
象
者

受
診
者

受
診
率

船

合計

対
象
者

受
診
者

受
診
率

兇

学文
類

人

類学法

学済
類

経

教
類
校
学
学
育

創
類
域
学
地
造

人
間
社
会
学
域

瞳

男子

儲

男子

女子
衝

男子

衝

男子

骨

男子

計

男子
女子
計

男子

衝

5８

9３

1５１

1１２

5９

1７１

1４０

5８

1９８

3５

7１

1０６

3５

5２

8７

2６

5１

7７

406

384

790

5８

9３

1５１

1１２

5９

1７１

1４０

5８

1９８

3５

7１

1０６

3５

5２

8７

2６

5１

7７

406

384

790

100.0

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ 0

1００ ０

1００ ０

1００ ０

100.0

100.0

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

5８

9３

1５１

1１２

5９

1７１

1４０

5８

1９８

3５

7１

1０６

3５

5２

8７

2６

5１

7７

406

384

790

5８

9３

1５１

1１２

5９

1７１

1４０

5８

1９８

3５

７１

1０６

3５

5２

8７

2６

５１

7７

406

384

790

100.0

1００ ０

1００ ０

1００ 0

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

科物数

類学

化質物

類学

エ械機

類学

情
類
子
学

電
報

テ
ン

》弱
理
エ
学
域

類学
塗

》
私

男子

荷

男子
女子
脅

男子

衝

男子

女子
儲

男子

女子
計

男子

衝

男子
女子
骨

8６

1０

9６

6６

2３

8９

1４３

６

1４９

1１６

７

1２３

6７

1５

8２

8３

3４

1１７

561

9５

656

8６

1０

9６

6６

2３

8９

1４３

５

1４８

1１６

７

1２３

６７

1５

8２

8３

3４

1１７

561

9４

655

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

8３

9９

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

9８

9９

Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
９
ｌ
８

8６

1０

9６

6６

2３

8９

1４３

６

1４９

1１６

７

1２３

6７

1５

8２

8３

3４

1１７

561

9５

656

8６

1０

9６

6６

2３

8９

1４３

５

1４８

1１６

７

1２３

6７

1５

8２

8３

3４

1１７

561

9４

655

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

8３

9９

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

9８

9９

Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
９
ｌ
８

類学医

創孚楽

学科
類

薬

学健
類

保

医
薬
保
健
学
域

男子
古:子
キ

}子
女子
衝

男子

計

男子

衝

7８

1７

9５

4３

３７

8０

4２

1６１

203

1６３

215

378

7８

1７

9５

4３

3７

8０

4２

1６１

203

1６３

215

378

1００ ０

1００ ０

100.0

100.0

1００ ０

1００ 0

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

1００ ０

7８

1７

9５

4３

3７

8０

4２

1６１

203

1６３

２１５

378

7８

1７

9５

4３

3７

8０

4２

1６１

203

1６３

215

378

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

1００

Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０

文学部
男子

衝

5６

1２６

1８２

3２

8５

1１７

57.1

6７ ５

6４ ３

7０

1０９

1７９

4５

9８

1４３

64.3

8９ ９

7９ ９

9７

1３６

233

6２

9６

1５８

63.9

7０ ６

6７ ８

223

371

594

1３９

279

418

6２

7５

7０

３
’
２
’
４

教育学部
男子
女。

曾

9４

1１９

213

8４

1００

1８４

8９

8４

8６

４

０

４

9７

1２３

220

8９

1２０

209

9１

9７

9５

８
’
６
’
０

1１９

1２２

241

9８

1０９

207

8２

8９

8５

４
’
３
’
９

310

364

674

271

329

600

8７

9０

8９

４
’
４
’
０

法学部
男子
女子
計

1０６

7５

1８１

5０

2６

7６

４７

3４

4２

２
’
７
’
０

1２０

8５

205

8７

6６

1５３

7２ ５

7７ ６

74.6

1５３

9２

245

8８

6９

1５７

5７

7５

6４

５
’
０
’
１

379

252

631

225

1６１

386

5９

6３

6１

４
’
９
’
２

経済学部
男子

衝

1３０

7６

206

5２

1２

6４

4０

1５

3１

０
’
８
’
１

1３９

7１

210

1０９

6６

1７５

78.4

93.0

83.3

1８５

7６

261

1２９

6３

1９２

6９

8２

7３

７
’
９
’
６

454

223

677

290

1４１

431

6３

6３

6３

９
’
２
’
７

理学部
男子
女子
骨

1４８

3７

1８５

1１４

3４

1４８

7７

9１

8０

０
’
９
’
０

1５５

4０

1９５

1３７

3５

1７２

8８４

8７ ５

8８ ２

217

4１

258

1６０

3７

1９７

7３

9０

7６

７
’
２
’
４

520

1１８

638

４１１

’１０６
５１７

7９

8９

8１

０
’
８
’
０

医
学
部

医学科

保健学

科

男子

§

男子

聾:子

;

３

３

１

１

33.3

33.3

8２

1５

9７

5９

1４７

206

7７

1５

9２

5１

1４０

1９１

9３

1００

9４

8６

9５

9２

９
ｌ
０
ｌ
８
ｌ
４
ｌ
２
ｌ
７

7９

2０

9９

6１

1７０

231

6６

1５

8１

5６

1６９

225

8３ ５

7５ ０

８１ ８

９１ ８

9９ ４

97.4

8６

2３

1０９

7６

1６２

238

7３

2２

9５

7１

1５７

228

8４

9５

8７

9３

9６

9５

９
ｌ
７
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
９
ｌ
８

8１

2０

1０１

7９

1９

9８

97.5

95.0

97.0

7７

2１

9８

6５

2０

8５

84.4

95.2

86.7

408

9９

507

1９６

479

675

361

9１

452

1７８

466

644

8８

9１

8９

9０

9７

9５

５
ｌ
９
ｌ
２
ｌ
８
ｌ
３
ｌ
４

薬学部
}子
女子
計

4９

2８

7７

2９

1５

4４

5９

5３

5７

２

６

１

4２

3９

8１

2８

2９

5７

66.7

7４ ４

7０ ４

4９

4０

8９

4６

3６

8２

9３

9０

9２

９

０

１

1４０

1０７

247

1０３

8０

1８３

7３

7４

7４

６
’
８
’
１

エ学部
男子

i汁

391

5４

４４月

1６４

3２

196

4１ ９

5９ ３

４４、

462

4０

Ｒｎ,

332

4０

2７，

7１ ９

1００ ０

7４１

534

5９

Ｂｑｎ

435

5４

4Rｇ

8１ ５

9１ ５

Ｒ，５

1.387

1５３

1-540

931

１ 2６

1０ 5７

6７ １

8２ ４

６８６

総計

男子

女子

計

1,133

694

1,827

1,131

693

1,824

99.8

99.9

99.8

1,115

677

1,792

653

459

1,112

58.6

67.8

62.1

1,225

697

1,922

949

638

1,587

77.5

91.5

82.6

1,516

751

2,267

1,162

643

1,805

76.6

85.6

79.6

８１

2０

1０１

7９

1９

9８

97.5

95.0

97.0

7７

2１

9８

6５

2０

8５

84.4

95.2

86.7

5,147

2,860

8,007

4,039

2,472

6,511

78.5

86.4

81.3



表３－３研究科別・学年別受診状況（大学院生等）

ｌ対
象
者
一

受
診
者

■

受診率％’ '夏
｜
蟇

受
診
者

壜
￣

旧
二 ■■■■

■■■■

男子’

霊l１ｌＩｉ
計４０３２８００５４２７

男子２２２１９５５２２１８

女子１２９７５０２２１０

計３４３０８８２４４２８

男子１７１７１０００１２１０

４５

８７２６２９９

７３４３５８９

４５２９６４１４８２４５７ ９５１９０９

計４５２４５３３４８

男子１５１６７２１

女子１２４３３３９

計２７５１８５３０

８３１８．６

１１７１３１１．１

男子１ ■■■■田■■岡

■■■■■＝

■川一Ⅲ’

計１３６９２１４m■■■
男子４７２７５７４７５３９５２０

３８２３６０５

后計５３２９５４７

事|:!：篝lＨ
ｍｍＨ

■■■■Ｆローエ
■■■■毎ｍｍ

６５３５４１８２８ １３１１７８９１１１７６２４

男子’

■■＝Ⅲ田圃
■■■■

８

｢嵜雲丘

研究科

学年

性別

１年生

対
象
者

受
診
者

受
診
率

％

２年生

対
象
者

受
診
者

受
診
率

％

３年生

対
象
者

受
診
者

受
診
率

％

４年生

対
象
者

受
診
者

受
診
率

％

合計

対
象
者

受
診
者

受
診
率

％

文学研究科

男子

女子

計

０

３

３

０

１

１

33.3

33.3

０

３

３

０

１

１

33.3

33.3

経済学研究科

男子

女子

計

１

０

１

０

０

０

0.0

0.0

１

０

１

０

０

０

0.0

0.0

人間社会環境研究科
博士前期課程

男子

女子

計

2７

1３

4０

1８

1４

3２

66.7

107.7

80.0

2６

2８

5４

９

1８

2７

34.6

64.3

50.0

5３

4１

9４

2７

3２

5９

50.9

78.0

62.8

教育学研究科

男子

女子

計

2２

1２

3４

２１

９

3０

95.5

75.0

88.2

2２

2２

4４

1８

1０

2８

81.8

45.5

63.6

4４

3４

7８

3９

1９

5８

88.6

55.9

74.4

医学系研究科
修士課程

(医学科）

男子

女子

計

1７

９

2６

1７

８

2５

100.0

88.9

96.2

1２

1２

2４

1０

1０

2０

83.3

83.3

83.3

2９

２１

5０

2７

1８

4５

93.1

85.7

90.0

医学系研究科
博士前期課程

(保健学科）

男子

女子

計

4５

2８

7３

1９

1８

3７

４２．２

64.3

50.7

4２

4５

8７

７

2５

3２

1６．７

55.6

36.8

8７

7３

1６０

2６

4３

6９

29.9

58.9

43.1

自然科学研究科
博士前期課程

男子

女子

計

406

6３

469

392

6０

452

95.2

96.4

401

8１

482

380

7７

457

95.1

94.8

807

1４４

951

772

1３７

909

95.7

95.1

95.6

医学系研究科
博士課程

(医学科）

男子

女子

計

3２

1３

4５

1５

９

2４

４６．９

69.2

53.3

2７

2１

4８

７

1２

1９

２５．９

39.6

２
’
９

１
－
０

２
－
４

７
’
９

３
’
２

３
－
２

5５ 1６ 29.1

241

5７

298

1３

1１

2４

5.4

1９．３

8.1

333

1１３

446

4２

4１

8３

1２．６

36.3

1８．６

医学系研究科
博士後期課程

(保健学科）

男子

女子

計

1５

1２

2７

１

４

５

6.7

33.3

1８．５

2１

９

3０

３

２

５

1４．３

22.2

1６．７

1８ ０ 0.0

4２ ３ 7.1

6０ ３５．０

5４

6３

1１７

４

９

1３

7.4

1４．３

1１．１

社会環境科学研究科
博士後期課程

男子

女子

計

1６ ２

1０ ０

2６ ２

1２．５

0.0

7.7

1６

1０

2６

２

０

２

1２．５

0.0

7.7

人間社会環境研究科
博士後期課程

男子

女子

計

６

７

1３

５

４

９

83.3

57.1

69.2

８

６

1４

５

３

８

62.5

50.0

57.1

５

６

1１

１

５

６

20.0

83.3

54.5

1９

1９

3８

1１

1２

2３

57.9

63.2

60.5

自然科学研究科
博士後期課程

男子

女子

計

4７

６

5３

2７

２

2９

57.4

33.3

54.7

7５

７

8２

3９

３

4２

52.0

42.9

51.2

1３６ 4８

3６１１９

1７２ 6７

35.3

52.8

39.0

258

4９

307

1１４

2４

1３８

44.2

49.0

45.0

法務研究科
専門職学位課程

男子

女子

計

3６

８

4４

2６

７

3３

72.2

87.5

75.0

3０

1４

4４

1９

７

2６

63.3

50.0

59.1

2２

８

3０

８

３

1１

36.4

37.5

36.7

8８

3０

1１８

5３

1７

7０

60.2

56.7

59.3

計

男子

女子

計

653

1７１

824

541

1３５

6７６

82.8

７８．９

82.0

665

248

913

497

1６８

665

74.7

67.7

72.8

230

1２４

354

6６

3９

1０５

28.7

31.5

29.7

241

5７

298

1３

1１

2４

1,789

600

2,389

1,117

353

1,470

62.4

58.8

６１．５



b）受診状況の経年推移

表４過去１０年間の受診状況

学生数 受診者数 受診率(%） 学生数 受診者数 受診率(%）

Ｈ11年 １０６１２ ６７５５ １９６７ １６８０

Ｈ12年 １０６９７ ７４１７ ６９．３ １９３１ １７５６ ９０．９

Ｈ13年 １０６７６ ７４８８ ７０．１ １９０４ １７３７ ９１．２

Ｈ14年 １０７２４ ７４０２ 69.0 １９０７ １７２６ ９０．５

Ｈ15年 １０７５１ ７７３３ ７１．９ １９０２ １７３９

Ｈ16年 １０７９０ ７８３０ ７２６ １８６１ １７４７

Ｈ17年 １０７９４ ８０５３ １８６２ １８４６

Ｈ18年 １０７６９ ８０７２ ７５０ １８４１ １８３４ ９９．６

Ｈ19年 １０５７９ ７９６６ １７９９ １７９３ ９９．７

Ｈ20年 １０４２８ ８０１５ ７６．９ １８２４ １８２３ ９９．９

[露

９

全学生(非正規生含まず） 学域･学部1年生

年度 学生数 受診者数 受診率(%） 学生数 受診者数 受診率(%）

H11年 10,612 6,755 63.7 1,967 1,680 85.4

H12年 10,697 7,417 69.3 1,931 1,756 90.9

H13年 10,676 7,488 70.1 1,904 1,737 91.2

H14年 10,724 7,402 69.0 1,907 1,726 90.5

H15年 10,751 7,733 71.9 1,902 1,739 91.4

H16年 10,790 7,830 72.6 1,861 1,747 93.9

H17年 10,794 8,053 74.6 1,862 1,846 99.1

H18年 10,769 8,072 75.0 1,841 11834 99.6

H19年 10,579 7,966 75.3 1,799 11793 99.7

H20年 10,428 8,015 76.9 1,824 1,823 99.9



3）定期健康診断の内科診察結果

表５内科検診結果

１房中でＺ

要管理率（､帝g)/Ａ１．４

4）定期健康診断の血圧測定結果

表６血圧測定結果

碗Ⅲ

初回の測定値が高値であった場合は,数回深呼吸をして再測定した。

＃①②④を再検査の対象とした。

①高血圧の判定は,収縮期血圧≧160mmHgand/or拡張期血圧≧95mmHg
②境界域高血圧の判定は,①と③の中間を示す

③正常血圧の判定は,収縮期血圧≦140mmHgand/or拡張期血圧≦90mmHg
④低血圧の判定は,収縮期血圧く90mmHg

要管理率（､+Ｒｇ)/Ａ１５

再検査対象者＝Ｂ=C+f+９

1０

＃有所見者の中には,医療機関通院中であるが,再検査対象になっていない学生も含まれる。

自動血圧計を用いて,座位にて上腕血圧を測定した。

－次検診

受診者(Ａ）

＃

有所
見者

(Ｂ）

有所見率
(B／A）

(%）

男 女 男 女 男 女

二次検診

対象者
(Ｃ）

男 女

受診

者(､）

男 女

(Ｄ)の

異常所
見(廷）

(Ｅ）

男 女

異常所見内訳(延べ)(Ｅ）

心雑音 甲状腺腫 貧血 その他

男 女 男 女 男 女 男 女

判定区分(延べ)(E）

ａ
放
置
可

ｂ
要
観
察

ｃ
要
精
査

ｄ
病
院
紹
介

ｅ
要
医
療

ｆ
既
に
通
院
中
で

再
検
に
来
ず

ｇ
二
次
未
受
診

学
域
・
学
部
生

１年

新１年
以外

計

1１３０ 693

2,882 1,761

6,466

3４ 3６

8８ 9３

2５１

3.0 5.2

3.1 5.3

3.9

1５ 2０

1８ 3５

8８

1４ 1８

1６ 2７

7５

1４ 1８

18 3０

8０

(1)

５ ２

(6)

1２

(1)

７

2６

(4)

1３

(1)

１
ｊ８く

４１

2８

２

(4)

８

1０

(3)

９ ３

３ １

1６

６

1７

2３

2０

2５

4５

１

１

１

３

４

５

２

７

１

１

３

９

1２

大
学
院
生
な
ど

大学院

別科

非正規性

計

1１１６ 353

０ 3４

2４ 2３

1,550

5４ 1２

０ ２

１ ０

6９

4.8 3.4

5.9

4.2 0.0

4.5

1９ ３

0 １

０ ０

2３

1７ ３

１

2１

1８ ３

１

2２

(5)

９

９

(2)

４

(1)

１

１

６

１ ２

３

４

４

1１

１

1２

９

９ ０

１

１ ０ ０

２

２

合計
8,016 320 4.0 1１１ 9６ 1０２

(13)＊

3５

(16)＊

3４

(4)＊

1３

(3)＊

2０ 3５ 5４ １ ５ ７ １ 1４

内訳 ４ ５ ２ ４

－次検診

受診者(Ａ）

男 女

二次検診結果

＃

対象者
(Ｂ）

男 女

受診者
(Ｃ）

男 女

受診率
(Ｃ／Ｂ）

(%）

男 女

異常者
(Ｄ）

男 女

異常者
率

(Ｄ／Ａ）

（%）

男 女

異！

高
血
圧

男 女

冑所見(Ｄ）

境
界
域

低
血
圧

男 女 男 女

判定区分(Ｄ）

ａ
放
置
可

ｂ
要
観
察

ｃ
要
精
査

ｄ
病
院
紹
介

ｅ
要
医
療

ｆ
既
に
通
院
中
で

再
検
に
来
ず

ｇ
二
次
未
受
診

学
域
・
学
部
生

１年

新１年
以外

計

1,131 693

2,905 1,777

6,506

1８５ 3８

337 4４

604

1７５ 3５

287 4２

539

94.6 92.1

85.2 95.5

89.2

４ ０

1４ ０

1８

0.4 0.0

0.5 0.0

０３

０ ０

(2)

４ ０

４

４ ０

ｊ２く

０１

０

1４ ０

206

３１５

5２１

４

1０

1４

０

４

４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

1３

5９

7２

大
学
院
生
な
ど

大学院

別科

非正規性

計

1,116 352

0 3４

2４ 2３

1,549

1７６ ４

０ １

２ ２

1８５

1５１ ４

１

２ ２

1６０

85.8 100.0

100.0

100.0 100.0

86.5

５ ０

０

0 ０

５

0.4 0.0

0.3

０ ０

０

(1)

５ 0

５

0 ０

０

1５０

１

４

1５５

５

５ ０ ０ ０

０

０

2５

2５

合計
8,055 789 699 88.6 2３ ０３

(2)＊

４

(3)＊

1９ ０ 676 1９ ４ ０ ０ ０ 9７

内訳 9７ 3７ 5８ ２



5）定期健康診断の尿検査結果

表７尿検査結果

(34)*病院紹介件数

注既に治療中も含む検尿は尿試験紙(オーションスティックス)を用い,判定の際の主観的差異をさける】

AUTIONMINI(アークレイ)を使用する比色判定法によった。

判定基準は,蛋白･潜血は(-)と(±)，糖はnormal,のみを正常とした。

健診会場で採尿するため随時尿での検査。

再検査は,蛋白･潜血陽性者は,早朝尿で,糖陽性者は食後１～2時間尿で検査。

判定の際の主観的差異をさけるため，

要管理率’（D冊g)/Ａ２９％

１１

－次検診

受

診

者

(Ａ）

異常所見(延)(B,）

蛋
白
陽
性

糖
陽
性

潜
血
陽
性

男 女 男 女 男 女 男 女

二次検診

対
象
者
⑧

男 女

受
診
者

（
実
人
数
）

ｊｃく

男 女

異
常
者

（
実
人
数
）

ｊＤく

男 女

異
常
者
率

ｊＡ／

（
％
）
の

男 女

判定区分(Ｄ） 注

ａ
放
置
可

ｂ
要
観
察

ｃ
要
精
査

ｄ
病
院
紹
介

…
返
書
未

ｅ
要
医
療

ｆ
既
に
通
院
中
で

再
検
に
来
ず

ｇ
二
次
未
受
診

学
域
・
学
部
生

１年

1年以外

計

1,130 683

2,906 1,725

6,444

1２２ 7７

1６８ 1０１

468

1９ ６

5５ 2１

1０１

8６ 8４

1２６ 1２７

423

200 1４１

306 227

874

(8)

1７７

(2)

1３０

(8)

232

(9)

1８８

727

1６ ６

1４ ９

4５

1.4 ０．９

０．５ ０．５

０．７

285

397

682

1３

1５

2８

２

２

４

２

６

８

５

０

５

１

９

1０

3３

1０４

1３７

大
学
院
生
な
ど

大学院

別科

非正規生

計

1,117 347

０ 3４

2３ 2２

1,543

3２ 2２

０ １

１ ２

5８

1６ 1０

０ ０

０ １

2７

5１ 5５

0 ６

２ ７

1２１

9２ 7５

７

２ ９

1８５

(3)

8３

(3)

6２

７

１

(1)

８

1６１

1０ ７

１

０ １

1９

12.0 1１．３

1４．３

0.0 1２．５

1.2

1２８

６

８

1４２

1７

１

1８

0

０

0

１

１

0

0

２

２

2０

２

2２

合計 7,987 526 1２８ 544 1,059

(34)＊

888 6４ 0.8 824 4６ ４ ９ ５ 1２ 1５９



6）定期健康診断の胸部Ｘ線写真検査結果

表８胸部Ｘ線写真検査結果
◆

胸部Ｘ線写真検査は,全学年対象に実施した。

外注レントゲン車による間接撮影

胸部Ｘ線所見記載法を表gに示す。

要管理者率（､+f+g)/ＡＯ９９６

再検査対象者＝(C)＝(D+f+g）

表９胸部Ｘ線所見記載表

①
②
③

心陰影：Ａ（弓部延長)，Ｄ（滴状心)，Ｈ（心肥大)，Ｒ（右胸心)，Ｕ（右側大動脈）

肺門影：Ｃ（石灰化)，Ｈ（拡大），Ｌ(リンパ節）

肺野：Ｂ（ブラ，襄胞)，Ｃ（石灰化)，Ｆ（斑状陰影)，Ｋ（雲状陰影)，Ｌ（線状陰影）

Ｒ（円形陰影)，Ｓ（散粒状陰影)，Ｖ（血管影増強)，Ｍ（細網状陰影）

胸膜：Ａ（癒着)，Ｃ（石灰化)，Ｐ（気胸)，Ｓ（肥厚)，Ｅ（胸水）

骨格：Ｃ（鎖骨の異常)，Ｒ（肋骨の異常)，Ｓ(脊椎の異常）

その他：，（横隔膜挙上)，Ｆ（ロート胸)，Ｍ（縦隔の異常)，Ｏ（胸部手術痕)，Ｐ（ハト胸）

Ｓ（横隔膜のスカロッピング)，Ｔ（横隔膜のテンティング)，Ｖ（大静脈影）

④
⑤
⑥

1２

－次検診

受診者(A）

＃

有所見者
(Ｂ）

有所見率
(B／Ａ）

(％）

男 女 男 女 男 女

二次検診

対象者
(Ｃ）

男 女

受診者
(、）

男 女

受診率

(､／Ｃ)(妬）

男 女

異常所見内訳(､）

呼吸器系 心･血管系 骨格系 その他

男 女 男 女 男 女 男 女

判定区分(D）

ａ
放
置
可

ｂ
要
観
察

ｃ
要
精
査

ｄ
病
院
紹
介

…
返
書
未

ｅ
要
医
療

ｆ
既
に
通
院
中
で

再
検
に
来
ず

ｇ
二
次
未
受
診

学
域
・
学
部
生

１年

1年以外

計

1１３０ 693

2908 1７７７

6,508

2６ 1２

6４ 3４

136

2.3 1.7

2.2 1.9

2.1

８ ３

2９ 1２

5２

８ ３

2９ 1２

5２

100.0 100.0

1０００ 100.0

100.0

５ １

(3)

1２

(1)

３

2１

１ １

(2)

1７

(2)

８

2７ ０

１ １

１ １

４

３

３

６

1０

3６

4６ ０ ０ ０ 0 ０

大
学
院
生
な
ど

大学院

別科

非正規生

計

1１１７ 352

０ 3４

2４ 2３

1.550

3０ 1４

０ １

１ ０

4６

2.7 4.0

2.9

4.2 0.0

3.0

1６ ６

０ １

１ ０

2４

1５ ６

１

０

2２

93.8 100.0

100.0

００

9１．７

(3)

1０ ５

1５

(2)

３ １

１

５

１

１

１

１

６

１

７

1３

1３ ０

１

１

１

１ ０

１

１

２

合計
8,058 182 2.3 7６ 7４ 97.4

(7)＊

3６

(6)＊

3２ １ ５ 1３ 5９ ０ １ １ ０ ２

内訳 ０ ２ ０ ０



7）定期健康診断の専門医健診・相談（眼科・皮膚科・耳鼻科）受診状況

表１０専門医健診・相談（眼科・皮膚科・耳鼻科）受診状況

ａ
放
置
可

ｂ
要
観
察 寛

ｄ
病
院
紹
介

…
返
書
未

ｅ
要
医
療

窪…蘂 ７５．０ |旧■ ’1’鷺
（５）

１１ -,1
１９に. ！ ｡)’＝ '１ ト

戸
希望者に対し受診曰を2曰間(午後のみ)設け実施しました。

症状をのある学生が殆んどで相談目的で受診している。

(12)*病院紹介件数

1３

受診者

(実数）
(A）

男 女

受診者

(延べ数）
(B）

男 女

異常者

(延べ数）
(Ｃ）

男 女

異常率
(%）

(Ｃ/B）

男 女

受診者延べ数(B）

眼科 耳鼻科 皮層科

男 女 男 女 男 女

判定区分

ａ
放
置
可

ｂ
要
観
察

ｃ
要
精
査

ｄ
病
院
紹
介

…
返
書
未

ｅ
要
医
療

学域

学部 3５ 2４ 4２ 3２ 2９ 2４ 69.0 75.0 1０ 1０ 1６ 1１

(5)

1６

(5)

1１ 2１ 2７ 1０ ７ ９

院
■

ほか ８ 1０ 1５ 1９ ５ ９ 3３３ 47.4 ６ ６ ５

(1)

７ ４

(1)

６ 2０ ７ ２ ２ ３

合計
7７ 1０８ 6７ 62.0 3２

(1)＊

3９

(11)＊

3７ 4１ 3４ 1２ ９ 1２



定期健康診断の心電図検診結果S）

心電図検診結果（学類新１年生・新編入生）表１１

８
７
開

９

ａ
放
置
可

３
１

５ Ｉ
Ｉ

一
計
計

■
■
■
■
■
■

四
四
国 ■
■
■
■
■
■

■
■
■

紹介件

要管理率（､+f+g)/ＡＯ６２妬心電図検査は新入学生(編入生含む)の全員を対象に実施した。

心電図所見の判定基準と分類記載法を表１１に示す。

一次判定において病的異常と判定される場合は,二次判定を実施した。

表１２心電図判定基準および分類記載法

①調律：Ｂ（徐脈）；≦50／ｈｐｍ

Ｅ（異所性調律）

Ｎ（整脈）

Ｒ（呼吸性不整脈）

Ｔ（頻脈）；≧100／ｂｐｍ

③特記事項：Ｂ（ＡＶブロック）

Ｇ（ＬＧＬ症候群）

Ｉ（虚血性ＳＴ－Ｔ変化）

Ｌ（左脚ブロック）

Ｎ（異常なし）

Ｒ（右脚ブロック）

Ｓ（上室性期外収縮）

Ｖ（心室`性期外収縮）

Ｗ（ＷＰＷ症候群）

②電気軸：Ｌ（左軸偏位）

Ｎ（正軸）

Ｒ（右軸偏位）

≦０。

;≧ｇｏ。

1４

－次検診

受
診
者
㈲

異
常
者
⑧
Ｂ

異
常
率
㈱

ｊＡノＢく

－次検診異常項目(Bの延べ数）

洞性

徐
脈

頻
脈

異
所
性
調
律

右
脚
ブ
ロ
ッ
ク

房
室
ブ
ロ
ッ
ク

期外収縮

上
室
性

心
室
性

Ｗ
Ｐ
Ｗ
症
候
群

Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
異
常

そ
の
他

二次検診

受
診
者
⑥

異
常
者

ｊＤく

判定区分(C）

ａ
放
置
可

ｂ
要
観
察

ｃ
要
精
査

ｄ
病
院
紹
介

…
返
書
未

ｅ
要
医
療

ｆ
既
に
通
院
中
で

再
検
に
来
ず

ｇ
二
次
未
受
診

一年入学生

男
女

計

1,130

693

1,823

７
９

４
１

6６

4.2

2.7

3.6

１
１

２

４１
０

1４

４
１

５

４１
３

1７

２
１

３

３
２

５
３
４

７

３
０

３

４
３

７

８
５

1３

１
８
４
１

5９

３
１

４

3８

１７

5５

３
１

４ ０ ０ ０

２
１

３

４

４

新編入生

男

女
■■■■■■■■

計

０
３
７
３

1０３

４
１

５

７
０
●
□

５
３

4.9 ０

２

２ 0
１
１

２

１

１ 0 ０ ０ ０

１

１

４
１

５

１
０

１

３
１

４

１

１ ０ ０ ０ ０ ０

合計
1,926 7１ 3.7 ２ 1６ ５

(2)＊

1９ ４ ５ ７ ３ ７

(2)＊

1４ 6４ ５ 5９ ５ ０ ０ ０ ３ ４



g） 定期健康診断の血液検査結果（学類新１年生・新編入生）

表１３－１ 血液検査結果（学類新１年生・新編入生）

血糖 ト
ー

ａ
放
置
可

即
一
価

ｂ
要
観
察

８ ０

［
ｄ
病
院
紹
介

…
返
書
未

Ｉ
８０１

５
１２
１

２

三
６１

将
三
１１９．６ １５．６

９６２

ｊ
０
２
３

く

`Ⅲ

ｊ
５

１
３

く Ｊ１く ｊ
８

１
２

く

'二’
１
４
２
２

く

１０２ ｡’
２１．４ １２．１

８１ Ｚ＝ |■ (2)■
８１ ■ ］ ４ -J

７０２

(24)*延べ数 病 介件数

要管理率｜((C-a)+他)/Ａｌ７５血液検査は新入学生(編入生含む)全員を対象に実施した。

この－次検診で異常と判定された場合は,二次検診を実施して判定した。

血液正常値

検査項目男子女子単位

へモグロヒン１４０～１８１１５～1６０ｇ/ｄｌ

白血球３０～9９102/、
牢腹時50～109

血糖ｍg/dｌ
随時く140

ＧＯＴＩＵ

ＧＰＴＩＵ

Ｔｃｈｏｍｇ/dｌ

空腹時50～109

随時く140

＊(220～239:再検査対象外で指導のみ）

1５

－次検診

受診者(A）
異常者

(B）

異常者率(%）
(B/A）

異常者
(Ｂの延

ベ数）

－次検診異常所見(Bの延べ数）

ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ 白血球 血糖 ＧＯＴ ＧＰＴ ＴＣ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

二次検診

受診者
(C）

男 女

判定区分(C）

ａ
放
置
可

ｂ
要
観
察

ｃ
要
精
査

ｄ
病
院
紹
介

…
返
書
未

ｅ
要
医
療

ｆ
既
に
通
院
中
で

再
検
に
来
ず

ｇ
二
次
未
受
診

－年入学生
1,130 693 221 1０８ 1９．６ 1５．６ 269 1１５

ｊ２く

０３

(11）

4１ 6１

Ｊ１く

５３

(1)

３ ０

Ｊ１く

８２

４

(4)

1２３ 1３

１２く

４２

2２ 1９５ 1０２ 2０１ 8０ ７ ４ ５ ３ 3２

新編入生
7０ 3３ 1５ ４ 21.4 1２．１ 1８ ５ １ ２ ５ １

(2)

８ ４ ２ 1０ ４ ６ ７ １ ５

計
1,926 348 1８．１ 407

(13）

7４

(1)

1０２

(1)

３

ｊ
２
⑫
３

(4)

1４４

(2)

5２ 311 207 8７ ８ ４ ５ ３ 3７

検査項目 男子 女子 単位

へモグロビン 14.0～１８.（ 11.5～1６．０ g/dｌ

白血球 30～９９ 102/m、

血糖
空腹時50～109

随時く140
ｍ９/dｌ

ＧＯＴ ＜4０ IＵ

GＰＴ ＜4０ IＵ

Ｔｃｈｏ ＜240＊ ｍg/dｌ



表13-2-1抗体検査受診率並びに予防接種対象者(学類1年新入生）

表13-2-2抗体検査受診率並びに予防接種対象者(新編入生）

表13-2-3抗体検査受診率並びに予防接種対象者(大学院1年新入生）

1６

当字で在字時抗体検査済者を除く。

新入生
(学類1年）

対象者
(人）

抗体検査
(人）

抗体検査
受診率(％）

予防接種対象者及び予防接種受診者（人）
｜麻疹 風疹 流行性耳

下H帛幾

水痘

男子 1,130 1,130 100.0
予防接種対象者

●■■□●●●●●●●●●●■●■■■■●■●■□●●●■■●●■●●□■｜

予防接種接種者

8２

3８

203

1０５

1９８

1２３

4８

2４

女子 694 692 99.7
予防接種対象者

●●●●●■□●●､●B●●●DB■■●■□■■■■■■■●□■■●B●●Ｕ

予防接種接種者

4８

４１

1６２

1３６

1１８

9２

3７

2２

合計 1,824 1,822 99.9

予防接種対象者
、●●■●■●●●●●●●□●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●■●Ｉ

予防接種受診者

抗体陽性者十
ワクチン接種者(%）

1３０

7９

97.2

365

232

92.7

316

215

94.5

8５

4６

97.9

編入生
対象者

(人）

抗体検査
(人）

抗体検査
受診率(牝）

予防接種対象者及び予防接種受診者（人）
麻疹 風疹 流行性耳

下脾搭

水痘

男子 7０ 7０ 100.0
予防接種対象者

□●●、●■●●●●●■■●●●●●Ｂ●●Ｓｃ●●●●●●●●●●●●●●Ｉ

予防接種接種者

６

４

1０

７

８

５

５

３

女子 3３ 3３ 100.0
予防接種対象者

■Ｕ■■■■■■■■■■■■●■■■■■■■■□■■■■■■■■■■□B●I

予防接種接種者

３

２

３

１

1０

６

０

０

合計 1０３ 1０３ 100.0

予防接種対象者
、●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●■●●●の●●●●0

予防接種受診者

抗体陽性者＋
ワクチン接種者(%）

９

６

97.1

1３

８

95.1

1８

1１

93.2

５

３

98.1

大学院入学
生

対象者
(人）

抗体検査
(人）

抗体検査
受診率(％）

予防接種対象者及び予防接種受診者（人）
麻疹 風疹

|獺票 水痘

男子 317 1７２ 54.3
予防接種対象者

■●●Ｃ●●●●●●●●●●●●●●●■●●■●■■●●●●●●□●●●●Ｉ

予防接種接種者

５

１

1３

６

3４

1６

1２

５

女子 1５５ 1０３ 66.5
予防接種対象者

■■■■■■●■■巳■■●●●□●●●●●●●■■●●■■■●■■■■■●I

予防接種接種者

２

１

６

２

1３

７

６

３

合計 472 275 58.3

予防接種対象者
□●●■●●●●●●●●●●■■□■□■■■■■■■□■■●■■●■●●●Ｕ

予防接種受診者

抗体陽性者十
ワクチン接種者(%）

７

２

98.9

1９
■■■■■■■■■■■■■■■■●●ＤＢ■■

８

96.0

4７

2３

94.9

1８

８

97.9



１０）定期健康診断再検査実施状況

表１４定期健康診断再検査実施状況

1７

検査項目 学域･学部生
大学院生

(別科を含む）
非正規生 計

血圧測定 585 1６６ ４ 755

尿検査 830 1６９ ７ 1,006

尿沈査 1１ ２ 1３

心電図 5３ ３ 5６

負荷心電図 ０

ホルダ ￣ 心電図 ９ ２ 1１

Ｘ線直接撮影 1５ 1０ 2５

血液検査 3６１ ８ 369

病院紹介 8７ 2５ １ 1１３

合計 1,951 385 1２ 2,348



3．学生に対する保健活動

１）保健管理センター利用状況

表1５保健管理センター地区別利用状況（学生）

角間本部角間南分室宝町分

Ｉｉｉ｜＄:！

Ｌ
１
４
４
０
１

３
５
０
８
７

２
３

３
４

６
１
２
６

１
１

＊定期健康診断受診再検査者病院紹介を除く

1８－

地区 角間本部 角間南分室 宝町分室 合計

内
科
系

感冒・呼吸器系

胄腸・消化器系

休養

診察

その他

計

968

1７６

1７１

1,022

344

２，６８１

308

8４

8６

295

１７１

944

5６

1０

1０

5２

2７

１５５

1,332

270

267

1,369

542

3,780

外
科
系

外傷

火傷

打撲・捻挫・骨折

筋肉痛・関節病

診察

その他

計

1４０

1５

1３２

1０７

4３

２１

458

5２

1９

2１

3４

４

130

1７

４

５

８

３

3７

209

3８

158

1４９

4３

2８

625

精神科系 318 1４１ ５ 464

（診察） ３ ３

婦人科系 9４ 6３ ７ 164

（診察） 2３ 2３

泌尿器科系 1４ ２ 1６

眼科系 6２ 1５ ３ 8０

耳鼻科系 7４ 2０ １ 9５

皮膚科系 1６７ 6８ 1１ 246

４
仏
脛

－の

ヨ 科系 3０ ７ １ 3８

検
査

血圧測定

尿検玉王

尿沈玉王

Ｘ線直接撮影
」□電図

監視下心電図

ホルダ ｂ_-

ノ、電図

ホルダ ｡＝‐ 血圧

採血

肺活量

視力測定

聴力検査

インフルエンザ検査

アルコールパッチ

計

436

362

１

１７０

1３１

８

1２３

４

409

3２

2０

４

１，７００

560

7２

１

４

1７９

1７０

２

11

４

1,003

2７

7６

1８０

283

1,023

510

１

1７１

1３５

０

８

０

482

４

579

3４

3１

８

2,986

特別健診 ４１１ 427 668 １，５０６

健脂そ相談（看護師） 8３ 9１ 3０ 204

健康相談（医師） 3５ 1８ ４ 5７

学生，:目談（看護師） ２１２ 1３５ ５ 352

救急カバン貸出 1９７ 1０ 207

証明証発行枚数 6，１１２ 226 8７ 6,425

＊病院紹介 240 9６ 2８ 364

合計 1２，９１４ 3,394 1,327 17,635



2）学生相談に関する禾Ｉ用状況

表１６－１延べ件数

項目 計

学業に関する問題

進路に関する問題

|妬’ 山 ＝
J

Ｏ Ⅲ
学生生活に関する
問題

表１６－２前年度の継続件数（実数）と，新規受付ケース数（実数）

項目

１２ ,丁 ~］ ,’ １ ,』
|●

学生生活に関する
問題

表１６－３利用者の内訳（実数）

男性女性計

学生･院生１０９１１６２２５

1９

項目 ４月５月６月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月

学業に関する問題 1３ 1１ 1０ ６ ４ ４ 1２ ８ ５ ４ ２ 1７ 9６

進路に関する問題 ６ ５ 1０ ４ ５ ３ ８ ７ ６ ８ ８ 1１ 8１

性格･精神衛生 5１ 6９ 7７ 9０ 1７ 5１ 6８ 7３ 7１ 7２ 5２ 3７ 728

対人関係(家族，
友人,異性など）
に関する問題 2３ 4５ 6０ 6３ ８ １５ 3３ 2７ 2３ 2６ 2４ ９ 356

ハラスメント(アカ

ハラやセクハラ)に

関する問題 ０ ０ １ ４ ０ ３ ０ １ ３ ０ ０ １ 1３

学生生活に関する
問題 2０ 2２ 3３ 2０ ５ ５ 2１ 2０ 1６ 2１ 2０ 1２ 215

身体の問題 ２ ０ １ ０ 0 ０ ０ ３ ２ ０ ０ １ ９

その他 1５ ７ 1１ 1９ ４ ９ 1４ ７ ２ ８ 1０ 1７ 1２３

計 1３０ 1５９ 203 206 4３ 9０ 1５６ 1４６ 1２８ 1３９ 1１６ 1０５ 1６２１

項目 前年
継続

2008年．度

４月５月６月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月 計

学業に関する問題 ３ ２ ２ １ １ ０ ０ ２ 0 ０ ０ ０ ０ 1１

進路に関する問題 ２ ２ ０ ４ ０ ０ ０ ２ １ １ ０ ０ ２ 1４

性格･精神衛生 2２ 1２ 1４ ９ 1１ １ ７ ２ ６ ５ ７ ５ 1１ 1１２

対人関係(家族，
友人,異性など）
に関する問題 1２ ６ ９ ５ ５ ０ ２ １ ３ １ ６ １ ２ 5３

ハラスメント(アカ

ハラやセクハラ)に

関する問題 ４ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ 0 １ ６

学生生活に関する
問題 1２ ３ ２ ０ １ ０ ０ ３ ０ ０ ６ ７ １ 3５

身体の問題 ０ ３ ０ １ ０ ０ ０ １ ２ ０ ０ ０ ０ ７

その他 ５ ８ ２ ４ ７ １ １ ７ ３ ０ １ ４ ８ 5１

計 6０ 3６ 2９ 2４ 2５ ２ 1１ 1８ 1５ ７ 2０ 1７ 2５ 289

生女 生

『
言
ロ

学生･院生 1０９ 1１６ 225

教職員 2３ 1７ 4０

保護者 ４ 1２ 1６

その他 ４ ４ ８

計 1４０ 1４９ 289



表１６－４学部・学類学生利用者数(新規受付）

蕪
表１６ ５大学院生利用者数(新規受付）

１年生２年生３年生研九生計
男女性女男女男性女

修士課程文字研究\３６４５１０００１９

（自鮴前期課椎）理系研究ギ７２６４０１１０２１

博士課程文卒研究ｆＯＯＯ１００１０２

（自然後期課程）理平研究\００１０１２０１５

１０８１１１０２３２１４７

表１６ 転帰６

2０

１企 E生
生女’ 生

２企E生
生女 生

３曲E生
生女’ 生

4年生以上
男性女性

計

文学部 ２ ５ １ ４ ３ 1０ 2５

教育学部 ０ ３ ２ ４ ２ ５ 1６

法学部 ０ ２ ２ ８ ７ １ 2０

経済学部 ２ １ ３ ３ ９ ２ 2０

理学部 １ １ １ 0 ２ ０ ５

医学部 ０ ２ ２ ０ ４ ５ 1３

薬学部 １ ３ ０ ０ ２ ０ ６

エ学部 ３ ２ ６ ０ ６ ２ 1９

人文学類 １ １ ２

法学類 ０ ０ ０

経済学類 ２ ３ ５

学校教育学類 ０ ４ ４

地域創造学類 １ ２ ３

国際学類 ０ １ １

数物科学類 ０ １ １

物質化学類 0 １ １

機械エ学類 ０ ２ ２

電子情報学類 １ ０ １

環境デザイン学類 ０ １ １

自然システム学類 ２ １ ３

医学類 １ ２ ３

薬学類 0 ０ ０

創薬科学類 １ ０ １

保健学類 ０ ２ ２

計 ９ 2１ ９ 1９ 1７ 1９ 3５ 2５ 1５４

1企

男

E生
生女 生

２企E生

生女 生
3年生
男性女性

研究生

男性女 生
計

修士課程

(自然前期課程）

文系研究科

理系研究科

３

７

６

２

４

６

５

４

１

０

0

１

０

１

０

０

1９

2１

博士課程

(自然後期課程）

文系研究科

理系研究科

０

０

０

０

０

１

１

０

０

１

０

２

１

０

０

１

２

５

計 1０ ８ 1１ 1０ ２ ３ ２ １ 4７

件数

解決して終結 4５

やや解決して終結 2９

不変のまま終結あ
るいは中断 1６

学内カウンセラー
や学内専門医へ
の紹介 ９

他機関へ紹介 1９

継続中 ５９

コンサルテーション

のみ 1１２

計 289



表16-7分類別相談内容

表16-8過去６年間の学生相談延べ件数の推移

１５年度１６年度

１０３６１２３４

１８年度１９年度２０年度

１１６５ １４２５ １６２１

平成20年度の学生相談件数は、表16-1から表16-6のとおりである。メールによる相談は含ま

れていない。相談内容は、学生が主に訴えた中核的な問題を分類した。複数の内容にまたがる問題

は、相談員の判断で主なもの１つに分類した。過去６年間の延べ件数の推移を表16-8に示した。

特徴として以下の２点があげられる。

①性格･精神衛生に関する悩みと対人関係に関する悩みを合わせると、これまで同様､全体の

延べ件数の約３分の２を占め、引き続き中心的な問題となっている。

②学生･院生の利用者実数は、昨年度と同数であるが､延べ相談件数は過去最高(前年比14％

増）となっている。

2１

学業 専攻選択に関する1悩み、研究上の困難、勉学意欲の減退など

進路 将来の進路が決まらない・選べない、就職が決まらない、進学、院試に関

する悩み、休学・退学の希望

`性格・精神衛生 うつ状態、
＞

つつ 、 強迫神経症、不安症状、`性格に関する!|１２iみ、‘情緒が不安

定、神経質、リストカット、不眠、摂食障害、自分の能力とあり方

対人関係 人との関係の築き方、孤独、親や友人との関係、研究室の環境、恋愛問題、

過去の人との間で生じた心の傷

ハラスメント セクシャル・ハラスメント、アカデミック・ハラスメント、ハラスメント

までは至らないかもしれない不愉快な体験、ストーキングの被害など

学生生活に関

する問題

バイトの'悩み、登校再開後の適応、不登校、不登校傾向など

身体の問題 身体疾患に関する`悩み、健康状態への不安

その他 保護者からの相談、教員からの相談など

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 20年度

延べ件数 1,036 1，２３４ 1,343 1，１６５ 1,425 1，６２１



３）ビア・サポート・ルームの活動状況

（１）メンバー構成

(1)ビア・サポーター（学生ボランティア）

(2)専門アドヴァイザー（運営を協力：大学教育開発・支援センター長）

(3)専門スーパーヴァイザー（応募学生への訓練、相談活動のスーパーバイズ：保健管理セン

ターカウンセラー）

(4)事務担当（学生部学生支援課）

(5)総括者（保健管理センター長）

（２）ビア・サポーターへの訓練プログラム

第６期生は、専門スーパーヴァイザーの実施する講義｢教養ゼミ：カウンセリングの初歩」

を受講することを条件とした。講義内容は、(1)紙上応答訓練、(2)ロールプレイ（質問を中

心とした応答技法の習得)、(3)映画から学ぶ、(4)短歌作成（言葉のもつ強さを再認識させ

る)、(5)自己探究（描画法と夢分析を併用）等とした。半年間の講義終了後に、単位取得者

の中から希望のあった３学部４学類から合計１４名を、ビア・サポーターの第６期生として

認定した。

（３）活動概要

１９名のビア・サポーター（男性１２名、女`性７名）で活動を行った。平成１８年４月から、

ビア・サポート・ルームの開室時間を、それまでの週５日×３時間から、週５日×４時間へ

と増加させた。ビア・サポーターの不安や経験のなさ（必ずしも心理学を専攻しているわけ

ではない）を考慮し、２名１組で相談にあたっている。

（４）利用状況

表１７ビア・サポート・ルーム延べ相談件数

４月５月６月７月１０月１１月１２月１月２月一＋

0０２３２２４５１１９

００１００００１０２

００３００００００３

００６３２２４６１２４

延べ相談件数は、２４件であった。過去２年間も２２件であり、本学におけるビア・サポー

ト・ルームの需要を推し量る数字といってよいだろう。

2２

延べ相談件数 ４月 5月 ６月 7月 1０月 1１月 1２月 1月 ２月 計

男性 0 0 ２ ３ ２ ２ ４ ５ １ 1９

女性 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２

メール相談 ０ 0 ３ ０ 0 ０ ０ ０ ０ ３

計 ０ ０ ６ ３ ２ ２ ４ ６ １ 2４



４）その他の利用状況

(1)特別健康診断等

表１８特別健診の受診状況(学生）

、Ｐ■可■■■■■■■■
■■Ｆ■■仔田■■■■■■■回

表１９課外活動団体用検診の受診者数(H20）

表２０証明書発行件数

2３

4月 5月 6月 7月 8月 9月 1０月 1１月 12月 1月 2月 3月 計

頭痛

角間

南

宝町

1４ 2３ 3７

0

０

心肥大BNP採血

角間

南

宝町

1２ 6１ 7３

０

０

繰外活動検診

角間

南

宝町

1３ 1４ 2０ 1５ ２ １ 1０ ０ 3３ ０ 0 0 1０８

０

0

留学生健診

角間

南

宝町

1０２ 1０２

0

０

Ｘ線取扱者健診

角間

南

宝町

4１

1０９

1７２

4１

２

２ ４

９

1３

２

9１

1２４

1８０

RI取扱者健診

角間

南

宝町

9７

8０

3４

1５３

４

4５

4２

３

１

207

1２４ １

0

303

488

小計

角間

南

宝町

1３

9７

8０

1４

3４

1５３

6１

1１３

217

7０

4４

２

2５

０

４

１

０

３

1１２

１

207

２１

1３７

２

9４

0

０

０

０

0

0

１

０

０

０

０

411

427

668

合計 1９０ 201 391 1１６ 2９ ４ 320 1６０ 9４ ０ １ 0 1,506

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

柔道部 1３ 1３

男子ハンドボール 2０ ３ 2３

女子ハンドボール ９ ２ 1１

空手道部 1３ １ ３ １ 1８

ワンダーフォーゲル ９ ９

マリンスポーツ実習 ０

水泳部 2４ 2４

スキー部 1０ 1０

合計 1３ 1４ 2０ 1５ ２ １ 1０ ０ 3３ ０ ０ 0 1０８

4月 5月 6月 7月 8月 9月 1０月 1１月 1２月 1月 2月 3月 合計

学部小計 497 578 352 535 248 1４３ 1１５ 5７ 5９ 203 638 1,020 4,445

大学院小計 288 282 1２７ 7３ 6３ 5４ 5２ 3８ 5２ 1１４ 258 796 2,197

学部,大学院以外小計 ０ 2０ ６ ３ ４ 0 ４ ２ ４ １ ５ １ 5０

学域小計 2１ ２１ 2０ 1６ ２ ４ 1０ １ １ ２ 1７ 1２ 1２７

自動発行以タ ､小層 6９ 3１ 2７ 4４ 2７ 1１ 1２ ６ 1１ 2２ 1６ 243 519

合

●
歌

875 932 532 671 344 212 1９３ 1０４ 1２７ 342 934 2.072 7.338



４留学生に対する保健活動

表２１保健管理センター地区別利用状況（留学生）

角間本部角間南分宝町分室合計

引瑁

２
１
３
５

８
２

５
１
０
３

２
１

２
２

１８２

３７

６５０

＊定期健康診断受診再検査者病院紹介を除く

2４

地区 角濁本音］ 角間 有分室 宝 Ｉ

『
■

‐

分室 合計

内
科
系

感冒・呼吸器系

胃腸・消化器系

休養

診察

その他

計

4８
ワ

1４

1

7０

2３

1５６

1９

８

１

2２

９

5９

２

３

１

６

6７

2４

２

9５

3３

2２１

外
科
系

外傷

火傷

打撲・捻挫・骨折

筋肉痛・関節痛

診察

その他

計

７

１

７

５

２

１

2３

６

２

２

１

1

1２

２

２

1５

３

９

６

２

２

3７

精神科系 ５ １ ６

（診察） ０

婦人科系 ８ 1 ９

（診察） ２ ２

泌尿器科系 ０

眼科系 ５ １ ６

耳鼻手● 系 １ ４ ５

皮膚科系 1０ ８ ２ 2０

歯科 系 ３ ２ ５

検
査

血圧測定

尿検査

尿沈査

Ｘ線直接撮影
ノ□電図

監視下 ノ□電図

ホルダ Ｌ－

ノ□電図

ホル夕 ｡÷－ 血圧

採血

肺活量

視力測定

インフル コニ ンザ検査

アルコールパッチ

計

２

1２

１

３

２１

1

4０

１

５

1０

1６

５

５

1０

３

2２

０

１

３

０

０

０

3６

０

０

０

6６

特別健診 1４８ 1０ 2４ 1８２

健康 ノ

■
』
、

ロ
』
ロ
面 談（看護師） ２ ３ １ ６

健康
■

ノ泪談（医師） ７ ５ 1２

学生相談（看護師） 1 １ ２

救急カバン貸出 ０

証明証発行枚数 1９ 1３ ３ 3５

＊病院紹介 2０ 1３ ４ 3７

合計 449 １４９ 5２ 650



５．教職員に対する健康診断

①一般健康診断

表22-1定期健康診断

」.Ｕ､１土hIイ

（1,257-27)＝

１２３０

（569-16)＝

５５３

（1521-72)＝

１４４９

（132-0)＝

１３２

（３４７９－１１５)＝

３３６４

※（）は人間ドックと定期健康診断の両方の受診者(再掲)。

表22-2定期健康診断後の事後指導(定期健診受検者のみ対象）

４６(3.7％）

３０(5.4％）

３４(2.3％）

７(5.3％）

１１７(３５％）

※保健指導対象者最高血圧160≦,最低血圧100≦総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ300＜,GOT150≦,GPT150≦，FBS200≦,BS300≦Ｈb8.0≦

尿潜血(2＋)以上,HCV抗体(＋),便潜血(＋)のいずれかの者とﾒﾀﾎﾞﾘﾂｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ疑いのもの(risk3以上）

表22-3特定業務従事者健康診断

受診者数(人）

※対象者は病原体汚染業務,食品取扱い業務,異常
気圧下業務，自動車運転業務に従事する者に実施

※附属病院の深夜業務及び放射線業務従事者に対
する健診は,病院内で実施している。

※全員平常勤務可

１８

表22-4雇入時健康診断

受診者数(人）
Ｈ２０４１～Ｈ２１３３１

７７

３０９

2５

在籍労働者数(人）
－休職者等数(人）

(H20.91現在）

健康診断
受診者数
(人）

受診率
人間ドック
受診者数
(人）

受診率
個別受診等

(人）
受診率

総受診者数
(人）

受診率

角間地区
(1,257-27)＝

1,230 821 65.3％ 282(48） 22.4％ 4８ 3.8％ 1,103 89.7％

宝町･鶴間地区
(569-16)＝

553 487 85.6％ 50(7) 8.8％ 1０ 1.8％ 540 97.6％

宝町(附属病院)地区
(1,521-72)＝

1,449 1,414 97.6％ 24(11） 1.6％ 1０ 0.7％ 1,437 99.2％

平和町地区
(132-0)＝

1３２ 9０ 68.2％ 27(O） 20.5％ 1２ 9.1％ 1２９ 97.7％

計
(3,479-115)＝

3,364 2８１２ 80.8％ 383(66） 11.0％ 8０ 2.2％ 3209 95.4％

対象者数(人）

(対象者の率）
指導実施数

(人）

紹介状発行

(件）
指導実施率

就業に関する主

治医の意見害を
求めたもの(人）

未来室者へ
のﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ

送付(件）

角間地区
46(3.7％） 1６ ５ 34.8％ ８ 2１

宝町･鶴間地区
30(5.4％） 2０ ２ 66.7％ ５ ３

宝町(附属病院)地区
34(2.3％） 1７ ５ 50.0％ ４ ５

平和町地区
7(5.3％） ４ １ 57.1％ ０ ３

計
117(3.5％） 5７ 1３ 48.7％ 1７ 3２

受診者数(人）

角間地区
４

宝町･鶴間地区
1８

宝町(附属病院)地区
6２

平和町地区
４

計
8８

受診者数(人）
Ｈ20.4.1～Ｈ21.3.31

角間地区
7７

宝町･鶴間地区
5７

宝町(附属病院)地区
1７３

平和町地区
２

計
309



②特殊健康診断

管理Ａ：検査の範囲では異常が認められない人

管理Ｂ：軽度の症状を認めたが,検査の結果は

管理Cと認められない人

管理Ｃ：作業が原因で疾病にかかっている人

表22-5第１回特殊健康診断

管理Ｒ 作業が原因による疾病または異常を認めないが，

今後作業を続けることにより,悪化する恐れのある

疾病や異常が認められる人

作業以外の原因で疾病または異常が認められる人管理Ｔ

表22-6第２回特殊健康診断

2６

＜有機溶剤＞ 対象者数(人）
健康診断
受診者数

受診率
結果

管理Ａ 管理Ｂ 管理ｃ 管理Ｒ 管理Ｔ

角間地区
1４ 1３ 92.9％ 1１ ２ 0 0 0

宝町･鶴間地区
1８ 1８ 63.6％ 1６ ２ ０ ０ ０

宝町(附属病院)地区
1１ ７ 100.0％ ５ ２ ０ ０ ０

平和町地区
０

計
4３ 3８ 88.4％ 3２ ６ 0 ０ ０

＜特化物＞ 対象者数(人）
健康診断
受診者数

受診率
結果

管理Ａ 管理Ｂ 管理Ｃ 管理Ｒ 管理Ｔ

角間地区
８ ８ 100.0％ ８ 0 ０ ０ ０

宝町･鶴間地区
２ ２ 100.0％ ２ ０ ０ ０ ０

宝町(附属病院)地区
0

平和町地区
0 ■■

計
1０ 1０ 100.0％ 1０ ０ 0 ０ ０

※ホルムアルデヒドは含めない

＜有機溶剤＞ 対象者数(人）
健康診断
受診者数

受診率
結果

管理Ａ 管理Ｂ 管理ｃ 管理Ｒ 管理Ｔ

角間地区
1７ 1７ 94.4％ 1５ ２ ０ ０ ０

宝町･鶴間地区
1９ 1８ 100.0％ 1６ １ 0 ０ １

宝町(附属病院)地区
1２ 1２ 100.0％ 1１ １ ０ ０ ０

平和町地区
０

計
4８ 4７ 97.9％ 4２ ４ 0 ０ １

＜特化物＞ 対象者数(人）
健康診断
受診者数

受診率
結果

管理Ａ 管理Ｂ 管理ｃ 管理Ｒ 管理Ｔ

角間地区
８ ８ 100.0％ ８ ０ ０ 0 ０

宝町･鶴間地区
５ ４ 80.0％ ４ ０ ０ ０ ０

宝町(附属病院)地区
０ ￣ ￣

平和町地区
０

計
1３ 1２ 92.3％ 1２ ０ ０ 0 ０

※ホルムアルデヒドは含めない



表22-7特殊健康診断(ＲＩ･Ｘ線）

１２５７

５６９

１５２１

１３２

３４７９

※有所見者１名※有所見者２名

(有所見については,業務に起因しないものであり,本人に指導済）

表22-8VDT作業従事者検診

管理Ａ：検査の範囲では異常が認められない人

管理Ｂ：軽度の症状を認めたが,検査の結果は

管理Cと認められない人

管理Ｃ：作業が原因で疾病にかかっている人

管理Ｒ 作業が原因による疾病または異常を認めないが，

今後作業を続けることにより悪化する恐れのある

疾病や異常が認められる人

作業以外の原因で疾病または異常が認められる人管理Ｔ

在籍労働者数(人）
（H２０９１現在）

６５１５０００

２０５０００

５００００

００００

９１２０１０１０１

③その他の健康診断

表22-9子宮がん検診

女性労働者数
（H20.9.1現在） 異常なし要受診要精検

表22-10乳がん検診

2７

在籍労働者数(人）
(H20.9.1現在）

第1回

対象者数
健康診断
受診者数

受診率

第2回

対象者数
健康診断
受診者数

受診率

角間地区
1,257 5８ 5８ 100.0％ 6５ 6５ 100.0％

宝町･鶴間地区
569 4７ 4７ 100.0％ 4６ 4６ 100.0％

宝町(附属病院)地区
1,521 488 488 100.0％ 473 473 100.0％

平和町地区
1３２ 0 ０

計
3,479 593 593 100.0％ 584 584 100.0％

在籍労働者数(人）
(H20.9｣現在）

健康診断
受診者数

受診率 管理Ａ 管理Ｂ 管理ｃ 管理Ｒ 管理Ｔ

角間地区
1,257 8０ 6.4％ 6５ 1５ ０ ０ ０

宝町･鶴間地区
569 2５ 4.4％ 2０ ５ ０ ０ ０

宝町(附属病院)地区
1,521 ５ 0.3％ ５ ０ ０ ０ ０

平和町地区
1３２ １ 0.8％ １ ０ ０ ０ ０

計
3,479 1１１ 3.2％ 9１ 2０ ０ ０ ０

女性労働者数
(H20.9.1現在）

健康診断
受診者数

受診率
結果

異常なし 要受診 要精検

角間地区
378 8１ 21.4％ 7９ ２ ０

宝町･鶴間地区
292 8４ 28.8％ 7９ ５ ０

宝町(附属病院)地区
1,012 219 21.6％ 208 ９ ２

平和町地区
6３ 2６ 41.3％ 2５ １ 0

計
1,745 410 23.5％ 3９１ 1７ ２

女性40才以上
労働者数

(H20.9.1現在）

健康診断
受診者数

受診率
結果

異常なし 要精検

角間地区
1８９ 7６ 40.2％ 6８ ８

宝町･鶴間地区
1４２ 6３ 44.4％ 5９ ４

宝町(附属病院)地区
276 1１５ 41.7％ 1０４ 1１

平和町地区
4２ 2６ 61.9％ 2１ ５

計
649 280 43.1％ 252 2８



表22-11骨密度測定

女性労働者数

（H２０９１現在） 異常なし要指導要精検

☆定期健康診断は､予防医学協会に委託実施（人事課福利厚生係担当）

人間ドック(文科省共済実施)は,北陸病院､社会保険病院､予防医学協会の外,全国の指定機関で実施

されている｡本人の希望により,その結果を定期健康診断の代用としているが,今年度は,特定健康診査

項目のみが送付されたため,定期健康診断の項目が満たされず,年度内の就業判定が出来なかった。

☆雇入れ時健康診断は随時実施（人事課人事第二係担当）

該当者を事前に予約し直接予防医学協会で受診してもらうか,他の医療機関で受診した結果を該当者l：

出してもらった。

☆特殊健康診断(有機溶剤･特化物)は,ハザード調査により該当の作業場を選定し,常時作業する人及び

望者を対象に実施した。

ＲI検診は,学際科学実験センターで実施した。

放射線業務従事者検診は,特殊健診時に実施している｡附属病院については病院独自で実施した。

☆特別健康診断は,病原体汚染業務従事者や運転業務従事者に実施(保健管理センターで実施)した。

☆法定外検診として,子宮癌健診(女性全員が対象)，乳癌健診(40歳以上の女性)を対象として実施した。

（40才～49才の希望者は2方向で受診,他は1方向｡)子宮癌｡乳癌健診ともに受診者が増加した。

子宮癌検診受診者数:283名(H18)，308名(H19)，410名(H20）

乳癌検診受診者数:188名(H18)，247名(H19)，280名(H20）

また今年度も,子宮癌･乳癌健診時に合せて骨密度測定を実施した。

:しているが,今年度は,特定健康診査の

年度内の就業判定が出来なかった。

他の医療機関で受診した結果を該当者に提

常時作業する人及び希

2８

女性労働者数
(H20.9.1現在）

測定実施
者数

受診率
結果

異常なし 要指導 要精検

角間地区
378 1１７ 31.0％ 8１ 3２ ４

宝町･鶴間地区 292 9７ 33.2％ 6８ 2６ ３

宝町(附属病院)地区
1,012 1８３ 18.1％ 1１９ 5０ 1４

平和町地区
6３ 2６ 41.3％ 1６ 1０ 0

計
1,745 423 24.2％ 284 1１８ 2１



６．教職員に対する保健活動

１）保健管理センター利用状況~賢保健管理センター利用状況一覧

表2３保健管理センター地区別利用状況 (職員）

｜｜’

2９

地区 角間Ｚ里部 角間南分室 宝町分室 合計

内
科
系

感冒・呼吸器系

胄腸・消化器系

１ケ
￣

Ｌ 義

診察

その他

計

7３

1６

2０

5８

4９

216

4３

1３

1９

3８

4６

1５９

1１

１

２

５

３

2２

1２７

3０

4１

1０１

9８

397

外
科
系

外傷

火傷

打撲・捻挫・骨折

筋肉痛・関節痛

診察

その他

計

1２

８

2０

４

４

4８

2２

４

４

７

６

4３

７

１

３

1１

４１

５

１２

3０

４

1０

1０２

精神科系 １ ２ ３

（診察） ０

婦人科系 ８ ８ 1６

（診察） ０

泌尿器科系 １ ２ ３ ６

眼科系 ２ ３ １ ６

耳鼻科系 ５ ５

皮層科系 1１ ９ １ 2１

12
世▲

ヨ 科系 １ １ ２

検
査

血圧測定

尿検査

尿沈査

Ｘ線直接撮影
』心電図

監視下

ホルダ ￣

心

ノ

電図

心電図

ホルダ ￣ 血圧

採血

肺活量

視力測定

インフルエンザ検査

アルコールパッチ

計

9５

１

７

１

２

９

1１５

482

１

３

1１

６

503

1６

１

1７

593

２

０

1

1０

0

１

0

1３

1５

０

0

635

特別健診 ０

建康相談（看護師） １ ９ 1 1１

建 素相談（医師） ３ ６ ２ 1１

職員相談（看護師） １ ２ ３

字
、
ザ 汝急カバン貸出 １３ １ 1４

証明証発行）女数 3２ 3２

病院紹介 2７ 1１ 1０ 4８

合計 448 764 1００ 1,312



Ⅱ教育及び広報活動（健康科学部門）

1．学生等に対する保健衛生及び精神衛生指導

1）健康の維持・増進に関する資料の掲示・配布

健康維持と増進に関する掲示物｢保健だより」と「プチ保健だより」を作成し、角間キャンパスの

各食堂などを利用して定期的に掲示した。Ｖ「資料」に示す。

2）「金沢大学保健管理センターだより」発行

2008年春季号（同だより第２７号）

２．保健管理センターホームページ

以下のアドレスで、当センターからの情報提供を積極的におこなった。

http:肋Ｓｃ・ad・kanazawa-u・ac・jp/hsc/indexｈｔｍｌ

また、健康診断の結果は、アカンサスポータルの「健康診断結果公開システム」を使い、各自の健康診断

の経年データおよび感染症抗体検査結果を閲覧出来るようになっている。

2007年に文部科学省の「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学生支援GP）に、保健管理

センターから応募した「心と体の育成による成長支援プログラムー社会に幸せをもたらす生活の知恵を持っ

た学生の育成-」が採択されたことより、以下に学生支援ＧＰのホームページを開設した。

http://hsc・adkanazawa-u・ac・jp/sgp/indexｈｔｍｌ

このホームページでは、学生支援ＧＰの企画をすべて公開しており、プログラムの広報とともに記録の役

割も担っている。

3０



３．熱中症講習会

表２４熱中症講習会参加人数一覧(H20年度）

！！
９６４７

3１

開講日時 受講サークル 受講者数 男子 女子

2008.6.24 女子ハンドボール部 ５ 0 ５

2008.6.25 教育学部準硬式野球部

ラグビー部

個人参ｶロ

柔道部･アスレチックトレーナー部

２

８

２

１

２

７

０

１

０

１

２

０

2008.6.26 吹奏楽団

男子バレーボール部

テニス部

１

７

５

０

７

５

１

０

０

2008.6.27 準硬式野球部

個人参ｶロ

２

２

２

０

０

２

2008.7.1 サッカー部 １ ０ １

2008.7.2 剣道部

チアIノーダー部

サイクIﾉングクラブ

ソフトテニス部

女子バレーボール

１

３

１

1３

４

１

0

１

1３

０

０

３

0

０

４

2008.7.3 女子バスケットボール部

陸上競技部

硬式野球部

男子ハンFボール

手話サークルキラキラスマイル

個人参ｶロ

７

５

２

７

３

７

０

３

０

７

０

４

７

２

２

0

３

３

2008.7.4 バトミントン部

個人参ｶロ

３

１

３

１

０

０

2008.7.16 アメIノカンフットボール 5０ 3９ 1１

合計 1４３ 9６ 4７



4．学生及び教職員に対するメンタル・ケアとカウンセリング法についての

講習

2008年４月１６日ランチョンセミナー

主に新入生を対象に，学生相談ならびにビア・サポート・ルームの宣伝を行った。

５月２７日平成２０年度北陸地区国立大学法人等初任者研修

北陸三県の大学・高専に赴任した新人職員に対して，メンタルヘルスに関する講演を行った。

６月１８日ハラスメント相談員研修会

相談員を対象に、傾聴技法について講義した。

６月２３日第１８７回共同学習会にて報告

「コミュニケーション・プレイスについて－学生支援ＧＰシリーズ第一回一」と題し、学生支援

ＧＰの取り組みを説明し、学生の居場所について参加者と検討した。

７月２５日３寮執行部との懇談会出席

学生相談担当者の立場から発言し、寮生に悩みごとや相談がある場合には、学生相談を利用する

ように啓発した。

９月２２日平成２０年度第１回学生相談研修会（主催：学生部共通教育委員会）

なんでも相談室の担当者に対して，カウンセリングの技法の中から「質問」に焦点をあてたロー

ルプレイ研修を実施した。

１０月１６日平成２０年度北陸地区国立大学法人等係長・専門職員研修

北陸三県の大学・高専の新任係長・専門職員に対して、メンタルヘルスに関する講演を行った。

2009年２月１０日３寮執行部との懇談会出席

学生相談担当者の立場から発言し、寮生に悩みごとや相談がある場合には、学生相談を利用する

ように啓発した。

２月１６日サークルリーダー研修会講師

リーダーシップを心理学的に説明した。

３月きいつけまつしを分担執筆。

第一章の「心と身体の健康・悩み事」について解説した。

３月学生サポートガイドブックを執筆・編集。

学生サポートガイドブックを執筆・編集した。

3２



Ⅲ、研修等と安全衛生活動（健康科学部門）

研修・研究集会・講演会等

１）平成２０年度全国大学保健管理協会東海・北陸地方部会第３５回保健管理担当職研

究会

当番大学岐阜大学

期日平成２０年７月２３日

場所グランヴェール岐山

出席者宮崎節子看護師

内容岐阜大学保健管理センター教授山本眞由美先生から「特定健診と特定保健指導にか

かわる話題と学生のメタボリックシンドローム予防」と題して講演があった。シン

ポジウムでは、「保健管理担当職の役割を学ぶ－岐阜県研究会の活動から－」とい

うタイトルのもと、岐阜経済大学・三尾美紀保健師、朝日大学健康センター・加藤

澄代看護師、岐阜聖徳学園大学・高橋ひろみ保健師より話題提供があった。

１．

2）平成20年度全国大学保健管理協会東海・北陸地方部会研究集会

当番大学岐阜大学

期日平成２０年７月２４日・２５日

場所グランヴェール岐山

出席者吉川弘明教授，足立由美講師，宮崎節子看護師

内容パネルディスカッション１「今だからこそ健康診断をもう一度考える」において、

「ＩＴ化導入について」というタイトルで、吉川弘明教授が講演をした。また、パネ

ルディスカッション３「学生支援を支えるマネジメンについて」で、「心と体の育成

による成長支援プログラム」というタイトルで足立由美講師が講演を行った。

3）第46回全国大学保健管理研究集会

当番大学京都大学

期日平成２０年１０月２８日・２９日

場所京都テルサ

出席者吉川弘明教授，足立由美講師

内容一般研究発表において、足立由美講師が「肥満、やせの学生のＱＯＬ評価と健康教

育一BMIとＳＦ36、ライフスタイル（食事、運動）との関連-」を発表し、吉川弘

明教授が｢頭痛保持者のＱＯＬに関する疫学的調査一健康診断に始まる学生支援の

視点から-」を発表した。

3３



4） 全国大学保健管理協会第３２回北陸地区保健管理担当職研究会

当番大学富山大学

期日平成２０年１１月９日

場所富山大学杉谷キャンパス

出席者田上芳美看護師

内容「あなたもナースプラクテイショナーを目指しませんか？」というタイトルで、富

山大学附属病院総合診療部・山城清二先生より講義があった。午後からは基本的な

診察方法の実習を行った。ありふれた症状に対する初期対応の参考になり，今後の

学生対応に役立つ内容であった。

5）第４２回全国学生相談研究会議／平成20年度学生支援合同フォーラム

当番大学首都大学東京

期日平成２１年１月２１日－２３日

場所東京国際交流館プラザ平成

出席者足立由美講師

内容分科会では４つのテーマについて２事例が提供され、詳細な検討がなされた。シン

ポジウム「グローバル化時代に生きる学生相談の心」では、グローバル化時代の学

生像と学生相談室で出会う学生にはギャップがあること（高石恭子氏：甲南大学)、

学生相談の実践としては「知的成長」と「人間的成長」の二つの軸にかかわる、多

様な形がありうること（峰松修氏：九州産業大学）が語られた。

金沢大学における安全衛生活動２．

＜平成２０年度の主な活動内容＞

☆安全衛生体制の充実

平成２０年度より安全衛生管理室，安全衛生マネジメント委員会が設置され，新体制で安全衛

生施策の立案検討，課題の検討が行われました。

☆系統的な学生の安全衛生教育マニュアルの作成

多種多様な実験研究が行われる大学では，各研究室ごとに安全衛生教育が行われることが望

ましいことから，マニュアルの作成．整備に着手しました。

☆研究室単位の安全衛生ミーティングの推進

各研究室単位での安全衛生ミーティングを行いリスクアセスメントやヒヤリハットについて

話し合うことにより，事故災害を防止し，自主的な安全衛生活動を推進しています｡

☆ドラフト（実験室用局所排気装置）の自主管理の推進

ドラフトの管理マニュアルを作成し，各研究室での自主管理を開始しました。
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☆化学物質の適正な維持管理

（ハザード調査）

第３回ハザード調査を実施しリ

スクアセスメントを実施した。

調査結果から作業環境測定対象

箇所の選定等の際にも活用して

＜局所排気装置（左）と風速測定（右）＞
います。

☆ホルムアルデヒド゛対策

平成１９年１２月の特定化学物質障害予防規則等の改正により，ホルムアルデヒド等に係る労

働者の健康障害防止対策が強化されました｡(特定化学物質３類‐２類)金沢大学においても，

ホルムアデヒドを取扱う作業及び実習を把握し，局所排気装置の設置も含めた作業環境の改善

や作業管理を進めました。

☆健康管理の充実

各種健康診断を実施し，結果に基づいた事後指導を行いました。

また感染症対策として，平成１９

年度に引き続き，希望者へのインフ

ルエンザ予防接種の機会を提供しま

した。平成２０年度は，新たに麻疹

抗体検査の機会も設けました。

☆日常的な改善活動

－－j掴。

＜平成２０年度定期健康診断の実施＞
各事業場ごとに安全衛生活動を行っています。

産業医及び衛生管理者の職場巡視が定期的に実施され，指摘事項の改善も進められています｡

☆再発防止

事故災害の発生状況の把握を行い，災害分析と類似災害の

発生防止を行っています。

殿篝lMil:二二雛
亨議髭ならなし：謬鍍
(ヒヤリハット）

300

ハインリッヒの法則

＜安全衛生活動を振り返って＞

法人化以降，安全衛生活動の強化をはかり６年が過ぎようとしています。

各事業場の安全衛生管理体制の構築と産業医・衛生管理者の選任，職場巡視（安全衛生パトロール）

の実施と指摘事項の改善体制づくり，職場の整理整頓（５ｓ活動）の推進，ハザード調査の実施，事故

災害報告体制の構築等の業務から開始しました。その結果リスク評価が出来，有規則適用除外申請，作

業環境測定箇所の選定及び特殊健康診断対象者の把握も可能となりました。

化学物質管理や局所排気装置の管理，Ｘ線装置の管理等は，引き続き関係部署との連携をとりながら

進めていかなければなりません。特化則の改正に伴い，ホルムアルデヒド対策（排気装置の新設・増強

と取扱時の教育）も実施できました。
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安全衛生教育マニュアルの作成にも取り組み，一部はＷｅｂ上にアップしました。今後は，研究室等で

活用いただき，追加修正を進めたいと考えています。社会に多くの人材を送り出す教育機関としての大

学は，学生への安全衛生教育がさらに重要になると思います。

健康管理活動は定期健康診断の受診啓発から初めましたが，受診率も向上し事後措置と健康管理（ハ

イリスク者への面談，保健指導，就業判定等）の充実に努めています。長時間労働者対策，メンタルヘ

ルス対策のほか，感染症対策も加わり，活動内容は多岐にわたります。

このように地道な活動ですが６年間を振り返ると，大学の実験室・研究室はとても綺麗に整理された

と思います。安全衛生担当者以外からも，実験室等の安全・衛生管理の必要性についての声が聞かれる

ようになりました。安全衛生活動においては，これまでの経験からも，“石の上にも１０年,，というとこ

ろでしょうか。

大学は，多種多様なセクションの集まりで，企業のようなトップダウンでの指揮命令がすべての構成

員に届きにくい状況ですが，優秀な人材の宝庫でもあり，大学の自主自律の風土を生かした安全衛生文

化の醸成が可能と思います。教育・研究・業務・学習にふさわしい，安全で健康的な環境を維持向上す

るよう，全員参加で継続した活動を進めましょう。

専門職員亀田真紀記
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１Ｖ業務報告（スポーツ教育部門）

スポーツ教育部門活動報告

Ｈ２０年４月１日スポーツ教育部門発足

部門長大久保英哲教授（学校教育学類併任）

４月１０日共通教育前期授業スタート

５月２１日身体・スポーツグループ幹事会（年度第１回）

５月２３日全学共通教育会議（年度１回目）

５月２８～３１日アメリカスポーツ医学会（米国：インディアナポリス）

6月９日身体・スポーツグループ幹事会（年度第２回）

７月２９日共通教育前期授業終了

７月３０日全学共通教育会議（年度２回目）

９月１日村山孝之（講師）就任

９月１７～２０日第６３回日本体力医学会（別府）

９月２９日共通教育後期授業スタート

９月３０日身体・スポーツグループ幹事会（年度第３回）

１０月３１日スポーツ教育部門会議（年度第１回）

１１月１１日全学共通教育会議（年度３回目）

１１月１４－１６日第３５回日本スポーツ心理学会（愛知）

１１月１９日身体・スポーツグループ幹事会（年度第４回）

１１月２８日スポーツ教育部門会議（年度第２回）

１２月１８日顧問会議参加（学生部主催）

1年１月２１日身体・スポーツグループ幹事会（年度第５回）Ｈ２１年１月２１日身体・スポーツグループ幹事会（年度第５回）

２月２日共通教育後期授業終了

２月７日第１回特別教育セミナー（スポーツ教育部門・ＫＡＴＴ

「競技復帰のためのメンタルトレーニング」＠角

２月２４日全センター教員と中村学長懇談会参加

部主催）１:30pｍ

間の里

３月１２日スポーツ教育部門会議

（年度第３回）

一沢市角間町の同大創立

一亟馴稠齊醐鑪棚洛轌辨
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スポーツ教育部門の業務内容

業務内容

１．共通教育科目の身体スポーツ演習，実技及び講義の授業に関すること。

２．共通教育機構「身体・スポーツグループ」の運営，同グループ全体の授業計画の策定に関する

こと。

３．スポーツ教育等の調査及び研究に関すること。

４．健康教育の企画等に関すること。

５．その他保健体育に関する教育研究及び本学のスポーツマネジメントについて必要な事項に関

すること。

｢身体・スポーツグループ」の運営実績（幹事・幹事代表）

平成２０年度共通教育授業企画設定

前期総数３７科目受講適正人数１，３９８名

実技（１単位）３１科目、演習（２単位）４科目

講義（２単位）１科目、ゼミナール（２単位）１科目

後期総数

実技

講義

１８科目

(１単位）

(２単位）

受講適正人数１，０１５名

９科目、演習（２単位）４科目

２科目、ゼミナール（１単位）３科目

関連学会に関する報告

（日本スポーツ心理学会学会参加報告）（記：村山）

2008年１１月１４日－１６日にかけて，中京大学（名古屋キャンパス）にて開催された第３５回日

本スポーツ心理学会（JSSＰ：JapaneseSocietyofSportPsychology）に参加した。

研究成果の発表に関して，発表題目は「Modulationofcorticospmalexcitamityduringafine

fingermovement」であった（口頭発表：共著)。当該研究では，心理的プレッシャー下における

運動スキル遂行時の皮質脊髄路の興奮性と筋放電活動を調べた結果を報告した。手指による円形図

形の軌跡追跡課題遂行中に経頭蓋磁気刺激（ＴＭＳ：TranscramalMagneticStimulation）を与え

てプレッシャー下における皮質脊髄路の興奮,性を検証し，筋放電量を共変量とした共分散分析を

行った。そして，筋放電量の影響を除去しても運動誘発電位（ＭＥＰ：MotorEvokedPotential）

の増加が見られたことから，プレッシャー下では皮質脊髄路の興奮性が冗進することを示した。

なお，大会企画シンポジウムにおいては脳科学がスポーツ心理学の発展にどのように寄与するか

がテーマとされ，日本スポーツ心理学会においても，脳科学的な視点から人間の運動行動（スポー

ツを含む）と心を捉えていくという方向性が示されたと言える。
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（全国大学体育連合）（記：北浦）

本連合は1973年１１月に文部省から認可された社団法人で､大学保健体育教育に関する研究

調査を行い、その成果の普及活用を図るとともに大学相互の連絡、協力体制を確立し、大学教

育の発展に寄与することを目的としている教育研究団体である。

現在、全国の306校の大学・76校の短期大学等が加入していて、大学における体育・スポー

ツの教育・研究の発展を目指して、これまでＦＤの推進など様々な活動を展開している。さら

に全国に北陸支部のような８か所の支部を設置し本部との連携をとりながら､研究論文雑誌の

発行や年１回の中央研修会､その他所属支部での年数回の研修会など様々な事業を行っている。

大学の改革が進行する中、こどもの体力低下、高齢者の健康体力、生活習'慣病対策など数多く

の課題が社会問題化してきており、その解決策の策定が求められている。さらに、近年の学問

の細分化は体育学の分野にも波及し、過度の細分化から学問の全体像を見失い､共通に理解で

きる役立つ情報が求められている。また一方、人間'性あふれる心の教育の必要性が叫ばれ、学

生が学業と学生生活を含めた社会生活で充実した生活をおくるための教育の必要性が求めら

れており、スポーツ・体育の社会的役割がますます期待され、その先頭に立つ機関として種々

の活動を展開しており、大学での共通教育の授業実施の上で大変参考となり、今後の活発化が

期待されている。

（アメリカスポーツ医学会、ＡCSM）（記：北浦）

本学会はアメリカ国民の健康維持増進に関わる重要な科学的情報を提供するだけでなく、

その活動は「Exerciseismedicine.」のスローガンに代表されるように日本はもとより全世

界への健康づくりに関する重要な指針を提供しており、年一回行われる大会には多くの国か

らの参加者がある。人を対象とした研究課題が中心で、生理学・生化学・心理学・運動学・

栄養学などスポーツ医学に関わる多彩な方面からのアプローチが行われており研究分野は広

い。最近の話題は日本でも知られている高齢者への運動の勧めとその処方である。またメタ

ボリックシンドロームに対する処方も数多く取り上げられていて、その大部分は運動処方と

栄養に関する人での実験結果である。さらにスペースシャトルを使った筋萎縮や骨粗髭症対

策も数多く発表されており医学の応用面での`情報提供がたくさんなされていて、健康に関す

る最先端の情報が逐次公開されていて貴重な存在となっている。

平成２０年度の学会大会は５月２８～３１日の期間で学会本部のあるインディアナ州のイ

ンディアナポリスで行われで参加（ポスター発表）した。日本からの参加者も多く、また留

学して現地で活躍している日本人学生や研究者とも`情報交換を行い、最近米国で流行し始め

た疾病および運動に伴う遺伝子発現の解析の必要性等今後日本でも重要視されるであろう最

新の研究課題についての意見交換を行った。

3９



Ｖ資料

保健だより一覧

プチぼけんだより一覧

ＮＣ 掲示曰 表題

3５１ Ｈ20.4.1 鉄不足ではありませんか？

352 Ｈ20.5.7 紫外線をブロックしよう！

353 Ｈ20.6.5 食中毒の予防法

354 Ｈ20.7.3 熱中症に注意しよう！

355 Ｈ20.9.29 10月は目の愛護月間

356 Ｈ20.11.4 インフルエンザを予防しよう！

357 Ｈ20.12.8 風邪は万病のもと！

358 Ｈ21.1.7 ノロウイルスに気をつけよう！

359 Ｈ21.2.3 花粉症のお話

ＮＣ 掲示曰 表題 クッキングﾒモ

1９ Ｈ20.4.1 イッキ飲み･アルハラ防止 レバニラ妙め

2０ Ｈ20.5.7 咳エチケットを守1Jましよう！ レンジでココット風

2１ Ｈ20.6.10 あなたのおロの中はサラサラですか？

2２ Ｈ20.7.7 熱中症について

2３ Ｈ20.10.3 健康ウォーキング かき玉コーンスープ

2４ Ｈ20.11.4 インフルエンザ予防接種 白身魚のチーズ焼き

2５ Ｈ20.12.8
薬物乱用防止の基礎知識その１
乱用される薬物とは

食物繊維たつぷ1J煮びたし

2６ Ｈ21.1.7
薬物舌し用防止の基礎知識その２
薬物舌し用の弊害

旬の味１ゴマの香りの大根ステーキ

2７ Ｈ21.2.3
薬物乱用防止の基礎知識その３
薬物乱用の心身･社会への影響

豚のコクで野菜がおいしいほうれん草鍋

2８ Ｈ21.3.2
薬物乱用防止の基礎知識その４
薬物乱用は重い犯罪です

ボリュームがうれしい揚げだし豆腐
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ﾌﾟﾁ医けんだよ唾雌４
牢庫２０年１１月麺R大学愚臣■理ｾンダー薑iii鯵 シ一》’一
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一

一》》》軸
、誘

い像ご/厩入９８８０：１１月12日(水)~予定政纏丁俸で1
。？

：購入■所:金大生働(角問･自鰯岡･宝ﾛﾛ） ’１

||■用:２０００円(蟻原蝿い戻し厩,尊い）｜
､:i聯?購入時に｢ｲﾝ7OLｴﾝｻﾞ予防h6租縁｣｢悶肺衷昨Ａ

Ｉ『脱６８■｣が滅亡杠窪す.持函圀日礎｡3嵐を志!（
Pb

！…総曾下さい･鰺謝体餌不…にぶ`'四｜竹

ｊ悶中に捷函で巴⑨かつだ■合は.予防医学色会！：

八(塵O76-249-72ZZlに漣路して＜驚きＣｌ、γ､八
、へ上ニーーーー．－…ず、～－．－－－－－ぐ･-ヨーーーーンーーーベ舟:～…?､－－パ…〃

｡?『罪、１W･Rn1mLR･▽･ｑｎｍＲ.T･尺〃し百月･凡?･RnRqzか.“RnR蕾o屈卵-,尺.▽･RT･■.､品

i磯filOHii醗蟻鰄鱗?瀞臘M1？'：簡単に輯醐几～
：わだし鱈曾のから鱈が、１日に吊低囲む辱移
：エネルギーは、，,300Kcal･己れに平均的移日Ｅ，

！』繭生活分を冤弓Ｚして杓2.000Kcalが鯛Rきれ
■

：摩す.現状では食卒で，日に｡92,300Kcalを銀

かぎ玉コーンスー誼
(２八分）

HBI/Ｚ凪水lOOcc､城ﾘｰﾑｺｰﾝ(伍館)509

ｺ＞ＷＧ０Ｈ６ｕ小さじｌ/４．パ旬ｌ小丘

讓驚1iliillifJ蕊。：の鱈例です．

企IRU櫛｢鞘白を■ﾍﾟよう｣よB1引用

；鷺iiliiiiiiiili蓑繋」
寧慮２０年１０月金jR大学９８座管逮ｾンダー

`i1i`ｉ鯛;. !;'鰯懸
大学生(他大学)の大酔耶件が相次いで報通されています｡鰯物乱用の恐みしさ醤シリ････ズでお伝えします＿

薬物乱用防止の基礎知職その1乱用される薬物とIま
乱用される勉険性のある藁物は､使用丘によっては､怠性中毒症状のために直接死につながる危険性があります。

樹二間囚となるのは､これらの薬物のうち連用することにより依存性を有するものです｡依存薬物の範画に入る薬劇Uは
百数十租類もあります。（引用:典油HL用防止｢ﾀﾞﾒ.ｾﾞｯﾀｲ.｣ﾎｰﾑページ）

薬物乱用防止の基礎知織その2薬物乱用の弊害
薬物の直接的作用により各臓器が障害されます.急性中毒で死に至る場合があります．

薬物をやめてもフラッシュバックという突然の中毒性輔神病の再発も恐れられています．

lliillliiiliili1i''''''１|露n
I-jGを卿鯛一一|鰯i畠拠らない向繭灘ｉ－－－ＬＳｉｊ｢……｜

薬物の総出鮒ｽ冒蝋:鑑騒濃灘榊:lijIiiifjBiiiiii巻義雄【蝋r糊趨伝えします‘
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ＺＰヘーヘーIn1q輯1５

iii
鋤#WlIWl（元内面

鶚需■杓…■か

,.､虚臺繼零゜
’依存の悪循琿引用かけがえのないｅ分.かけがえの４Jし､偲康

（平皮１０年DMR)文部科学者

薬物乱用による障害と主な症状

３１m：蓮物乱ＩⅡ防止「ゲバ.’1ルタイ"ｊホームベージ依存の悪循琿引用かけがえ｜

繋物の輸出輸入鳳製蕊･栽靖･纏瀕鰻駿侭･所持･俵用は誕騨です

簡単ﾒﾆｭｰ…櫨庭。ぷ`,煮びだし(,~2八分） 超簡単ﾒﾆｭｰ旬の味1ｺﾞﾏの香りの大根ステーキ(i八分）
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平成20年１２月金沢大学保健管理センター 平成21年１月金沢大学保健■理センター

4２

材料
レ
ー

作り方

日程 時日０ UO鱒

14時

１１/２８(金） 露 蕊畷救シSF－(1$s露蕊）

IZ／１(月）
」 Ｌ 医学部Ｆ棟１殿

多目的室６

１２/Z(火）
１

－
－
－
‐
｜
■
■
７

12/３(水）

１２/4(木）
「

●年度の予防袴■(麻疹･■樺･由■｡＜かぜ.＊

■の子窪
I~届百頁鷺百弓

D0nZ9臼
(＊）

１２月ＷＢ
(＊）

Ｔｐ白二

子伍日

予低日

■■

00～1コ■
O4-B6■

10～１８句
14～１６■

■所

2“－

材料と

作り方

大根４ｍ(2ｍの伯切りにし､片面

に網の目に切り目を入れる）

削り節(少々）

ごま油(少々）

ポン酢しょうゆ(少々）

１

２

フライパンにごま油を入れRaします。

大根を入れ､強火で無げ目がつくまで焼き､浪返して閣火にしてふ
たをして20～30分焼きます。

３．軒がす－つと通るほど軟らかくなったら皿に盛り､ＮＩＩり節とポン酢し
ようゆをふりかけて､出来上がりＩ

冬の大根は51可みずしい②で､焼いても調いしいてす●

l本貫っても白く己れぢい’日ソ蕊不足の方ｌに調印可ｎでず●

油掲げ１/4枚(小さく切る）

エリンギ１パック(薄く切る）

かいわれ１パック(根を切り取る）

だしつゆ大さじ１

水１/2カップ

１．だしつゆと水を鍬立てる。

２．泊綱げ､エリンギを入れ､ふたをして中火で3～4分煮る。

３．かいわれを入れ､ひと戎立ちしたら出来上がり。

このごh処いおけ､し③じ､えのＳ冠毛DＨＩ

魎担ｒｆは冷凉９８存でこるりりで､調寅い總品をＺＩｗ７しておくと儀利で
すよ．



蟻鱒l鰯;” 蜜鱗｡；Mザ

薬物乱用防止の基礎知識その3薬物乱用の心身･社会への形容
■ii：濁辛LLjiH･言Ｉろと入'＃;》メタ式;6名なら

薬物乱用防止の基礎知鐵その`薬物乱用は■い犯罪です
割．Ｉ工１

■匹田皿

①生活の乱れ②家庭内■力．京■の■垣

学校での閥■

①欠席，学■不迫応②校内研力③69学生への繭

物乱用の拡がり

友人問■

①けんかをおこしやすくなり，友人．知人から

■れ．国立②藁側乱用仲田の形皮

狙卯

①■物を手に入れるために起こす恐喝や四五な

どの＄件②乱用した穣物の作用に基づく凶■な

狙尽③■力団の宣全Ｔとなり．■全な社会を阻

官

燕:i=二筐i霊Ｉ
戦璽三霞謹IMI塗:;鑿

鰯117葎i雲L:iii臺職
引用:1)五杓乱用防止｢ダメ.ゼッタイ｡｣ホームページ２)かけがえの必い自分,かけがえのない健旺(平成１９年度版)文郎科学省

薬物の輸出輸入･鍵iili園栽培厩鰯渡･脇受･所持･使用は犯罪です

鐘…

超簡単ﾒﾆｭｰ廓の……《譜いしい,ばう認ん箪鍋(，人分）

超簡単ﾒﾆｭｰﾎﾞﾘｭｰﾑがうれしい蕊騨憲:穰霞叢：蕊(,人分）
旬のほうれん草は「蝿合栄麹野躍」と

呼されます．

この１品で栄養バランスがとりやすい

メニューです．風邪予防にいかがですか． 材料：豆腐１尼丁，小麦粉・棚げ鯛if適宜

ねぎ，おろし生姜，riI1りぶしだしつゆ各適宜

作り方：

①！〉熟をキッチンペーバーで包み鯉<水気を切る．

②豆蛎に小犬蘭)をむらなくまぶす．

③腸lj艤油をiWi掴（200℃）に熱し，②をIWiかに入れ

て薄いきつね色にカリッと揚げる．

;I＞器に盛り，難みｉｌ認，；f:’｢>い}L鋒@ドル'ぷＬ’だ

１．つiljをかけて111来上がり！－蕊

■
鱗
Ｉ

平成２１年２月金沢大学保健管理センター 平成21年３月金沢大学保健管理センター

4３

材料と

作1J方

豚肉709(－ロ大に切る）

ほうれん草1束(洗って4センチに切る）

もやし1袋

豆腐1/2Ｔ(２等分に切る）

えのき茸1ﾊﾟｯｸ(石突きをとる）

だしつゆ(大匙2:お好みで加減）

水1/2カップ

1．餌にだしつゆと水を魚立て,豚肉を入れる．

2．豚肉に火が通ったら,他のすべての材料をいれ,遍を

する．

3．ゲツグツ煮えたら出来上がりＩ



織…榊殿
､織玲紗鱗い蝋織鰯鱗鶏総騨鱗鵜

・ﾉﾄﾞiiji紗淡繊蝋い蝋瀞蝋織繍

･鱒擬､蝉…鷲…鰯織:蝋燃鰯鱒鱗溌鴛隣，際鮪嬢；

…戯…………醤
"鱗潔j轍溌鍵幾螂蝋

四鉄不足ではありませんかい
鐸懲蝋幟状

棚霧
轤鮒職鵬鋭賦くい

巴6,通よｕ

貧血は､全身ﾙﾆ酸嚢を運ぶ赤血球が何らかの原因で減ったことによる体の酸欠状態をい
～……...…._､ユ.!ｉ,,1..,1:H､H

い寵す｡貧血にはいろいろな租穣がありますが､r若い女性を中心にもつとも多くみられるの

が宮鉄欠乏性賞血"です5成人女性の的１０％!±蟹欠乏紳白血といわれています。

懲溌醜の鱗蕊

①鉄欠乏性貧血

・出血が厭因

・食生活が原因

・鉄分の需要が多い

．激しい運動が原因

l蕊鱗鑪|;iii
②再生不良性貧血

迫血機飽にRHIが生じ､鰯血球がうまく作れない

③巨赤芽球性貧血(悪性貧血）

ビタミンB12や毒酸が欠乏して､赤野球が成熟できない

④溶血性曾而

廠血球が百通より早く壊れてしまい､寵血球が不足する

；議繍！

<効果的です。

鍛鰍繊鰻納入鯛たい懲蝋

ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝの成分となる鉄分
－－．．.中…･････~・・・ﾛ･･….…．｡￣…･…..,・・……････････・…．.･･･,..………････，･･･U……・・・.……･…….､Q1･……….．････……･…･･一･･･……････……、

i辮翻鍵（ａ鯵《`:,,,Ｐ灘⑪｜
ｉ…ん琶麗ぐろパセリ”…レバーひじＧしじみｊ

ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝの原料となるたんぱく蝋

;`…、鶴～蝋（ii）繍鶏懐’｛
．..…、#

１ｉ

ｆ豆皿チーズ、
印圓宇熟；

肉

ＨｉｑｗＡ面介ｖｗｂｗｖＵＵｗｂｗＵｈ冊リナハ締ｗ土､AAfhhh化Ｕｗト、町ｗＹＩｗＵ、……ｕｗｂｍ＄Ｙ、…１，hfAv股んＵｍｗｗ、蹄ｖｗｎｗｖ６ｖｍ聞満而几、A印しＵ仏作ｗ肉究ｄｑｗｖ、ｗ田．ザA八Ｗ代ｗｆｄｗｎＵｗＬｆｗｆﾉヅ

６涜分の吸収を助けるビタミンＣ
…･'.…￣…･…･………….｡･･･~.．…･い゛.…,..~…･･･.･･･････,,.'.｡'････....･･････…･ﾛ'1.,1,…………･･････････････････..…．………｡.,．.・・・･……･……』、

(④騨懲ＩｉｌⅢiii,1,,鱸簿鹸’
；廃ンみかん雫ｳイいちご櫛琶つ塵いもﾌﾞﾛｯｺﾘｰ…ルノ

金沢大学係■管理センターＮｏ．３５１

④

④

〈'霧懲，
＊澱ﾀ$綴《二纐鯵鰕翻ジル

四 ､､

OwV

灘I霧iiii1iii
⑪シミ､シワを作り老化を早める！~『

特に女性が担うシミやシワはほとんどが紫外低によるもの．

外にいる樋会が多い人ほどシミやシワができやすいのです．

②過度の日焼けはヤケドと同じＩ？

こんがり焼けた肌は魅力的.でも､過度の日焼けは.水泡が

できたり０１tくばれ上がったりします.こうなると日焼けとは甘えず、

ヤケドになってしまっているのです.これは.急性日光皮悶炎

ともいい水泡や”くばれた節分は､そのままシミの原因にも
なります．

③皮關かんのもと１

銭外紐が皮膚側８８に吸収されると.■伝子DNAを■つける

ことになります.日焼けを織り運すことで､たびたび遺伝子が

■つき､免疫力が低下すると細砲に突然変良が起こって

がAOm喧守⑧牛きせてしまうこともあります．

④白内爾も引遷起こすＩ

穣外緯による町呑は､皮膚だけでなく目の水風体にも密を及ぼす

と甘われています.紫外釦は角囚を沮沮して＊ｎ体で吸収され、

その旧水田体のたんぱく叉に窒化を起こし泊らせてしまうのです．

＊鱸熱蝋鱒３鱸鱗溺離議轆

UV-A､Ｗ－ＢＵＶ－Ｃの3■顕があります．

しかし､このうちＵＶ－Ｃはオゾン■で吸収ざれ地上には■きません

つまり地HHに■いて瓜に膨■を亜ほす紫外撞はＵＶ－Ａ･ＵＶ－Ｂと

いうことになります．

鰯Ｖ…Ａ蝋纈Ｖ…職鋤懲い鱒？

Ｗ－A`・生講墾外撞ともいわれます．

強い作用を起こさないかわりに､肌の奥まで届きます．

窓ガラスや鐘を通るので､じわじわと肌にダメージを与

え､おもにしわやたるみなど｢肌の老化｣を引自おこす原

因になります．

UA;iil1lijlH;lifhTjiiiim… Ｗ－－Ｂ'･レジャー露外縫ともいわれます"囲外での日焼けの

主な鳳因です｡Ｈ１の表面に強く作儲し､たくさん浴び

ると赤く炎症をおこします。

おもに､シミ･ゾパカスや乾蝋の戚因にもなります。

鱸ｻﾝﾊﾟｲｻﾞｰは便利だけど…。

「ちょっとそこまで…｣というとき、

さっとかぶれる便利なサンパイザー．

蹄;:ii31ii9;ki1雛で１N鑪鑿，
ことかできません．

雛w::H:I懸鰍《irIi灘！;ド
効果が期待できません．

なるべくつばの広い祖子をかぶり、

日光が■披餌に当たらないようにしよう．

蟻厨を守るｻﾝｸﾞﾗｽで､…めてしまう!？
ﾌｧｯｼｮﾝ性が高いｻﾝｸﾞﾗｽ

ですが.紫外釦から大切な目を

守る効果が古く､日輪生活でこそ

活■させるべきもの.ただ.色の忠い

選鰯:IiX:騰鯏瀞＞刺Si;l､，

蟻蹴H:::冊::錨!:Ｐｂしまうのです．

「UVカット｣の公示があるもので、
薄い色のものを辺ぴ忠しよう．

金沢大学保■管迅センターＮｏ．３５２

《!;11:iii;Ii1ii(iiI
＊難儀綴鱗止の鱒ソ

鱒鶴外線を適しにくい衣類の素材は？

議蕊議讓1圦瓢
通KE性を飼えた嚢材もどんどんﾛﾛ兜されてｗｆｉ繊

蟻日傘の持ち方でも紫外線ｶｯﾄ率が違う

4４

馬;i;b曇i,,鐘':i’''１::』戯鋸馳鍵
露外鰹の強さのピーケは､５月から９月頃と旨われています.春はまだそれほど■くな01ですから､あまり日蟹しか麹く

ないよ劃こ■Ｕ６紫ﾀﾄ､B対筬は甘くなりがちです6■磯も蘭<なりがちな春から､紫外灯対策をしつかりとすることを

おU円OめしますＩ



1画画

零jiiiilL､篝.零.零.籔蘆■■－通
＊原因蝋とそれぞれの対策

食寧篝の予防法
１０～７２時囲

色ブドウ印■ ０５－６時同 ■■■nｔ■■･下痢

(Ei1iiiiiiI） １０～１５時同
＊食中毒の原因は「繍蕊」

女中=を起こす原因には､Ｏ－１５７などの綱■や

ウィルスなどによるもの､ふぐや再キノコなどによるもの

などがあり崖すが､９０％以上は細菌やウィルスによる

ものと■われています．
＊食中蕊予防の三臓馴

①「つけない」②「増■させない」③ｒ痕■する」

饗
＊譲雛のポイント蝿猟Ｕ…聯…ｈ
露闘い鞠麺

・生鮮白品は研鮮なものを.璃只砲旧はしっかりチェックす

るＩ

・生鮮食品は最後に■入する.■入したら密り道せず､すぐに

佃宅すら

傷存麺

・灼宅したら､必■なものはすぐに冷■･冷凍保存．

・肉や魚などはビニール袋や回■に入れて､汁が■れないよう

に保存する｡

｡冷えにくくなるので､冷■応や冷凍町の踏めすぎにも注疽Ｉ

・食品は早めに使いきろう．

蕊…
愈顯鋼

・加熟岡田されたものは賄いうちに､冷やして食べるものは、

食べる■前に冷■厄から出し冷たいうちに食べる．

．作り■台のものは冷■保存し､食べろと白には十分釦熟す

る．

〈お弁当〉

前日のおかずは加船し､冷ましてから入れる.西かいうちにふ

たをしない

衣1Phさ)k画惑の壁､aから》

禽霞圏“憂一'．Ｙドハ．!／

::臘競鯛:MIli獅議ｉ思うものは､■い切って槍てるｌ

金困大学係■■皿センターNo.353

下箪懲鬮

・石けんで手をよく鴎う．

・まな檀､包丁はよく鴎って魚泪･■白剤などで済■を
する．

・生の閃や、を切った包丁･庫な板で.野薙や■■した

文品などを切らない

・冷諏した文凰は常四解凍を透け.殆■庫や疸干レン

ジで解凍する．この底､科■に使う分だけを解凍し、

冷凍や夙或を■り通さない

３蘂ｉｉｌｉ;』?：
こ鈎載鍾戦が勢ったら蔓潅憩１

偽中塗は､次の4つに分観きれます．魂

曝
臘
噸
鬮

鮪失神､蝋けいれん､騎函労､麟射頂など■い因塩の下で兜生する、宮を鮪中躍といいます.鰯中塵は■<なり始め、

■に■くなる曰鮪爾夜の皿日に多く宛生する旗向があります.日通しか■<､気五も上昇する■■は塵状の逆行も

早いので注竃しよう！

iiiii1率鐘鋤巍カニ;;!(:ﾑ

ﾋﾄは体沮■画を皮白の嚢因から鮪を空気中へ放出したり、

汗をかくことで上手にｺﾝﾄﾛｰﾙしています.しかし､虹沮が

宙くなり､湿度も古くなると体沮を■団する担衝がコントロー

ルを失い体沮がグングン上がり鳳中症を引き起こしてしまうの

銅
凸
蹴
、
’

一螂衿灘勲慈

》患川口八

です．

Ｉ

１
１

蝋掌鍾''二趣亀懲いたi鐘)i'二

…遜鰯s鬮礎蕊える

鵜率鑓!ご蟻ってし譲った曇
）域(,い圃嬢やクーラ..-鋤簸WiK麗燭に鄭砿すら、

，衣翻捨鰍るめ逝鯰お・
３体畳冷やす

噂
噂
○
曇

■凪不足や瓜田ぎみなど体■の■いと白は.■し､日中の

外出や＝Don全位えよう．

qiE2u鰯磯鱗聴溌鱗

■伍性の良い卸■を缶て､外出時には6ちんと輯子をかぶろう

(1)球や冷たい＊でぬらしたﾀｵﾙを

手足に目てる．

②氷や冷たい＊がない巴企唾

タオルやうちわ衣■などe使って

あおざ.■を送って冷やす．

…Ｚ恵めに水分鶴鶴

Iの筵か渇いた｣と感じたとき･に処､す.で窪かなＷ》水分不足に

なってし喝ことからいので､定屈的に少しずつ水分を祖桧

しよう.特にＨ■は汗と－灯に■分が失われるので、

0.1％臣度の■水もしくはスポーツﾄﾞﾘﾝｸを飲むのが

オスス〆．

噂水分鏑鯰;淫
０１％の垣本かｽ鍬一ツＷンケゼ

少しＴ司可回にも分けて■随しよう．

Ｉ霞！…

１〕【塗蕊嚇jk，､Ｉ態鐡かはっきりしない概念

反応が鏡い､曾勘がおかしい､意轍がはっきりしない

Ｏ
すぐに救急車を呼ぶ！

金沢大学侭■■■センターＮｏ．３５４

遜麺gB騨鶴も鰯蝋懸入鯏で

体内の■価が、白述中の子どもや.体力が衰えはじめた

＝■石は砧中臣になりやすい.年■を定堂して.予坊を

心がけることも大切です．

4５



暉副 ＊あなたは疲れ圏？それとも瞬繍蕊労？

単鈍に硬れているだけの『擁糀蝋)聯蕊駿(W:鱗<鯛ずり蝋愈獺鍛蹴鰯綴します.問囲なのは､ひと晩■たくらいでは

疲れがとれないほど日常化してしまっている､あるいは回復したと思っても､またすぐ疲れが出てくるといったように断

偶的に筏ぐ麟繍撫溌jなのです｡こうなると回復に時岡がかかるばかりでなく､仕事や生活にも形■が出てｇ摩す。

あなたの眼は､霞れ眼ですか､眼紡疲労ですか？拭しに､ひと晩たっぷり■限時囹を砿係してみてください｡翌日も

侭<霞れなら､それは限納霞労｡早急にケアをスタートさせましょう。

、p凋豆蛙息感愛護月－，.間

期鍔鯛ｗｗ:JiEiII4Zi三｢目の皿■デー｣になりました．

恥…;蟻…《……………，

》
Ⅵ
酷
い
唖
蛆
咄
い
舐
叺
咄
砒
眺
虹
乢
朴
牡
唖
咽
ぶ
野
外
邨
叶
坤
將
叶
杣
役
眺
眺
い
縦

，くみ～んな眼が疲れている！？

人皿匪的８■0,9F低■胆から何れUろと■わｵKてい函｢.しかし－ヵ円で、

■00ケアとなると.竃外毎団苗な00ではないでしょうか．

田代社⑪は■好■砥にパソコン.テレビ､DVD､■=…と餌を、生することが

日毎症垣卒｡さらに深夜ﾛ記起きてし喝ことか多くなっているのだから、

皿が休める時田叶疸ご=少なくなっていると甘えます.ほとんどの人が

Ⅸ００函れを抱えていると■っても沮甘ではないのです．

熟感》》露

》銀露》

1０，－ヨ０４好

1J鱗:「 麺〉

月
や

区れの卸位別の圃合

沐綾れ磯の予防方法

③匝は■かさず､祝■だけを自分の左侭へ鯵匿

溌i騨

議蕊iii:蕊；雷雲Hiii::iWliliiiii1i
保何■■センターNo.３５５

1画

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞを予'１iiiしよう1塞議
＊インフルエンザと風邪の違い

鏑‘
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞは血宕の咳やくしゃみからｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽに■館幽訶『､毎年１２月から■え始め２月

麺めにピークを迎えた後､３月くらいまで竃行しﾛ訶仇■館力が強いため学校などで■免的に漣行する0,が

l9plです.日本では毎年5％～１０％の人がｲﾝﾌﾙｴﾝQPにかかると甘われています．

■ｎＩＯ－１３■

１４■－１８■
＊感染を防ぐ有効な手段は予防接種だけ

ワクチン披函盛した全ての人が感梁を防げるわけではありませんが、

たとえインフルエンザウィルスに感染しても軽い症状で済むメリット

があります｡大学でもインフルエンザワクチンの予防接種をし駁す。

遼行に入る的に予防接種を受けることをお勧めします

＊検査で判定､Ａ型？Ｂ型？

現在のインフルエンザの検五は迅速は断キットを利用し､１５分くらいで判定ができるように

なりました.■や頃の粘液を採取するだけでVTBため､■者さんの負担も少なくなっています．

迅遼は断キットを利用すると.ウィルス感確の有原ばかりではなく､岳簸したウィルスが

ABuかB回かということまで判定ができます。

１１２８曲 繩亀１２２(火）

１２３(水）

１２４(木）

＊治憲法

蝋ウイルス蕊（爾轟名ﾀﾐフル）

．、

＊予防方法

:ｆ；総窮したら手洗い､うがいを忘れずに

:!；霧iiIiIliilil二議
秘綴剛正しい生活リズム礎

５’インフルエンザワクチンの予防機種

6：職種的な水分補給を

鰯 金沢大字係■己已センターNo.３５６

4６

インフルエンqｆ ■稲

切睡亜哉 忠乙.団■ のどの■み、くし?み､■水

主な血状

兒魚（３８℃～40℃）

Ｈ■､■毎

■肉■､ロ■＝

虹い■ごＰ

下痢.■■

免麟（臣度）

■水､あづまり.■弓（■皮）

■色草（胚度）

その伯 。■姓は短期田に、辺に柱がる

．■炎などを併免して■塵化することがあり、

石曲臼では亜亡王とも▲ろ

。＄巣は掠々に拡がる

。■mIrすることは少ない

日■ 時田１０時～１３時

１４町～１６時

11/２８(金） 閥 鰹暗躍センターイホ郎蝿〉

12/1(月） 鰭学部ﾄﾞ臆1膳

↑慾目的還・６
１２/2(火）

12/3(水）

12/4(木）



麗風邪は万病のもと！
醤風邪をひかないための予防策

蕎震①鰯繍影霞
②旧食･田飲■食をしない’??！

::嚇鰐鰯:烏驫

③蝋二…導
⑳!;i窪i菱ｗよう灘'鍵illII

⑤桓笛な厚缶､薄缶をしない

あまり肛蔑&していろと､むちに対する抵抗力が

つ８Ｆせん.こいつで.■■な■■は逆､､民．

■々が－■で血

鑿■
⑥乾燥した所や人こみは避けよう

ウィルスを持っている人ODtteや.くしゃみ0,冊8球を

mLoiaAでうつることがよく臥睡▼･旬に唾■した

所では.空虹中に閑Ｕ8hつたウィルスが長円目

生Cｎ超ため＆鐘▼ろ毎中も百くなるのでT，

曇免疫力を上げるための体鋼管理のポイント

④
④
④

④色Lとう
毎日三文しっかり食べて.バランスよく魚

負をとること.それが丈夫な体づくりの■

一歩でＴ･

■凪は体力やａ疸巴迫守同田きせ函｢・

蛆、正しい生活を心がけましょう．

■臣から■度な沮助蛭しているヒーロ■■

■が活性化します.また近■はストレス碗澗

にもつながり面｢．

ストレスは自律n匹を■ぬ.免疫力､軽捷力

を■、詞｢･体■やﾚｼﾞｬｰ･■味など自分

に合った方途■見つけて.上手にｽﾄﾚｽを

解消しましょう．

⑮① ⑦たばこの吸いすぎに気をつけよう

たばこは■■を奴伍きせ血液の速れG■<▼ら

だけでなく､のどや庇に■い戊症e518mこし．

ウィルスに対する抵抗力を■ぬ旗▼．

もちろん､■邪心ひいてし攻っ企時には■対■■でＴＩ
蕊J<》iii'liMii<lLiM1ilij1；⑤①

亀._～へ…….、-醤

醤受診の圃磯 ｡■邪とよく似た塵状の宙■があるのでまず受けをして■邪かどうかを■配しましょう．

。一度受けして３～４日たっても症状がよくならないとき．

ｏ治ったと■つたのに.またはや■＊が出てきたと■．

・水分がとれなくてぐったりしてし､ろと■．

。■苦しそうなど■．

、ﾛ症低■の贈■ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ■人肉け日本厚田■学会

ザ`:51鰡蝋騨紗欄コヅ,鞭､ｶﾞﾊﾊﾞ蝋金沢大学伜■ご…ﾝﾀｰNo.3５７

… 歌ノロウイルスにどうやって感染するの？ 零感染後の対処方法

効果のある抗ウイルス■はないので､対症擬法を行います

水分やミネラルの繍鰭をし験しよう

下痢やおう吐で水分不足になり､そのせいで体内のミネラ

ルバランスが■くなります.スポーツドリンケなどで､十分に

水分の柑蛤をしてください.また少しでも女ぺれろようであ

れば､､R里せず栄養の祖曲も心がけロルよう．

下痢止めは飲まないようにしましょう

下痢止めを飲むと.かえって回■を西らせてしまう■合が

あります.体内にノロウイルスを長く■めておかないため

にも.下硯止めはなるべく飲まないほうが良いでしょう．

体力像ii5iのため震瀞を心がけ験しよう

早く回■させるためにも､無■せず安卸に田こし広しよう．

震鶴機関を受診し緩しよう

２～３日以上砥くおう吐.下府､３８℃以上の免鮎、

水分の授取ができないなどの丘状があれば受､、

しましょう．

ﾉﾛｳｲﾙｽに気をつけようＩ露
ノロワイルスの懸巣閃翻

患蝋鷆
ﾉﾛｳｲﾙｽ女中■は､釘沮の低い冬の■閲に漣行します.ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽと同じように､ウイルスは.気迫

の低い■■が生存しやすいからです.ﾉﾛｳｲﾙｽ便対する正しい知■を持って.予防しましょう！

ｌｉｉｎ｢藻!；1悪ＩｉＩｒ室:in筐

鵜:鴬鯰iIiiilii

＊ノロウイルスに感染するとどうなるの？

鰯“三二:’１後に症状が忠れます

辺優璽四とロ正

i`….…､下鯛．
l澱鰯･噛刷⑮発餓(３８℃以下）塵状

繼伏がﾋﾟｺＩＩＬ･尾艤１認怠■`＄へ俊咽巳掛錘総危と夢冴嫁亙

\鼎愛むて已局$丘bM1jif濠《ＢｉIでG9L言が弓61繭0.＆ん受｡Ｅ縦｡鐘↑:るここ鯨JLYI燕，iこれらの症状が'～2日“庫す

，ﾂﾞい舟～瀞．幹一～，甥一山l(～ ．》排對卜

｢蕊~憐；

蕊薗
50仇､IODペツトボトルに.＊ｅ半分くら

い入れておきます.そこへ■皮痒■白

斯の肛浪ゼペツトポトルのキャップ2杯

鉦1017.)G入れ左ToEニヒゥ｡■９

で.立体Ｅ５０ａｎｌとしま▼･ふたをして

よく■って■せ合わせてください．

等鼻先い僻巾回隷ﾀﾋ4,L罰蝋薄
－１が.け鑑みβ

震鍵
予防のﾎﾞｲﾝ０，は…

手k洗い｡醐ili熱調溌｡濃霧
■Hq大学⑫ここ、センターⅡ0.358
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花粉症鰯お話蕊：
轍平成２１年花粉飛散鼠の予瓢について

平田２１年忠のスギ･ヒノキ科花田■痢敗丘は､平凪20年■

(前シーズン)と比較して田虫､東北地方では同じかやや少なく、

東海及び北睡から九州地方は多くなると予測されUぎす．

スギ花粉の偏放四拍は､前シーズンと比ぺて１～２週囲程鹿

早くなり､また例年と比ぺても例年並かやや早くなると予測され

ます．

平底２０年１２月２２日■■白速佃■浪支料より

鯵花粉症の初顛綴法とは？
花粉が痢び始める前から､頂■でT花田症の菌｣を是方して

もらい花粉シーズン中のアレルギー遼状を胚淀する泊空法

です.また､砥の■用は花田シーズン中を五して■けることが

必■です．

鯵鋼期藤法のメリット
１花粉シーズン中矼禰i状か城くちる

兒色な予防はて白浪せんが.シーズン中の■状が■<なり､ガマンしたり．

ｲﾗｲﾗした肋｢ろことか少なくなりFT6

２醸状の出始めが遇<なる

花田が用ぶ的から予防的に■を■用することで.花曰が痢ロ始めても．

匝状が出伯ぬる時■が■<なり詞r、

４飲み蹟や点鼻霞などの使用園傲が漣る

１E昭9用曲の公■ｍｅ迎えても､症状e■く、えた執■で囚こせるCDで．

飲み毎せ■肘する回放や､点白■などの併用■巳使用する四曲を

面ら▼ことができます．

穂粉塵のなるとくしゃみや鼻水が止まらなくなり､■づまりに苦しみます.目はかゆくｺﾞﾛｺﾞﾛとした感じで
.』￣

鰻が出ます｡花粉寵とは杉などの花粉によって遍白ろ､目や■の旅ﾚﾙｷﾞｰで1，

鷺驫鷺
`ii蕊鬮iil;‘li議iii灘iii;;’
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1§蛍ツ花粉症とは 〆平漢訂隻ス

鯵
花田症の3大塵状は①くしゃみ②鼻水③鼻づまりです．

くしゃみは何回も慨けて出るのが特伍です.また.■水は

水のように■明で漣れ出てくるように出ます.他に花粉塵

の塵状としてのどや日の癌状を伴うことが多く､かゆみ、

忍目､充血などが見られます.花粉が多い四台には､全身

窪状として田匝■､全身侭怠＄なども出てきます．

,ｉｉｉ，iliiii:ii霧､M1瀞 鯵初期蕊法のﾀｲﾐﾝｸﾞ
初砠疽法を受けるﾀｲﾐﾝｸﾞは｢花粉がHUび始める２沮田的か

ら｣が基本です.まずは宍院で相餌して､扇を処方してもらい庫
しよう．

ijilii花鞠のｼｰｽﾞﾝを遮えたら…
いかに花粉ご■せつけUp､シーズンを快五に残り切るか.そのための

対函Ｅ紹介し繭｢．

。｢皿の！■い晴れた日は､外出を控えめに

Ｉ轡に.■釘から午伍３時■Brでか花粉の例ぶピーク.できるだけこの■

１１董董i菫iij1mU溌醗
:鮒i～:…iiiiiiil

1韓撹欝鍵

FTTPO＝内にＷといものです．

Ｉ鰯
２－㎡ガネ.マスク､相子を活用する

■■のメガネeかけるだけで､目に入る花田を

１ノ3くらし噛日Bら▼ごとがで、因｢・マスクは．

Ｙｇ２ｌがO*内に入らないようにT⑭＆も

Ｈ２凪的な方磁で、

③囮は､花粉かつ曰にくいスベスベした

魯
懲
、
蝉畷材のものを、ぶ

目の■虫つた化学奴撞が釘、｢ぬ．

セーターは玉ける． 白肌大学０P■□■センターNo.359
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